
医学専攻（博士課程） 

シラバス

必修科目・選択科目 

A1 医療情報・倫理学理論 

B1 生体分子情報学理論 

B2 細胞機能制御学理論 

B3 造血免疫制御学理論 

B4 感染病態制御学理論 

B5 神経情報科学理論 

B6 神経機能科学理論 

B7 発生再生医学理論 

B8 環境社会医学理論 

C1 先端診断医学理論 

C2 先端治療医学理論 

C3 代謝循環制御学理論 

C4 発達生育医学理論 

C5 腫瘍先端医学理論 I 

C6 腫瘍先端医学理論 II 

C7 機能再建医学理論 

C8 がん治療学理論 

C9 緩和ケア学理論 

C10臨床研究理論 

C11統計解析演習論 

C12臨床研究総論 

D1 医学・生命科学セミナー 

D2 名医に学ぶセミナー 

D3 医学・生命科学演習 

D5 国際先端医学セミナー 

2022年度以前入学者用

研究指導科目時間割コード一覧



コースワーク科目

DE 医学実験講座

集学的がん治療学・緩和ケア学実習

発生・再生医学研究者育成コース科目 

E1 発生・再生医学特論Ⅰ 

E2 発生・再生医学特論Ⅱ 

E3 移植免疫学 

E4 生命倫理学特論 

発生・再生医学演習Ⅰ 

発生・再生医学演習Ⅱ 

発生・再生医学演習Ⅲ 

発生・再生医学実習 

感染症およびエイズの克服を目指した先端研究者育成コース科目 

F1 先端感染症特論Ⅰ 

F2 先端感染症特論Ⅱ 

先端感染症実習Ⅰ 

先端感染症実習Ⅱ 

先端感染症演習Ⅰ 

先端感染症演習Ⅱ 

先端感染症演習Ⅲ 

先端感染症演習Ⅳ 

先端感染症研究 

先端感染症特別研究Ⅰ 

先端感染症特別研究Ⅱ 

代謝・循環情報医学エキスパート育成コース科目 

代謝循環情報・発生医学実習 



健康寿命の延延を目指した研究者養成コース科目 

G1 健康長寿代謝制御特論Ⅰ 

G2 健康長寿代謝制御特論Ⅱ 

生命倫理学特論 

特別演習 

健康長寿代謝学演習Ⅰ 

健康長寿代謝学演習Ⅱ 

健康長寿代謝学演習Ⅲ 



必修科目・選択科目 

Ａ１ 

Ｂ１～Ｂ８ 

Ｃ１～Ｃ１２ 
Ｄ１～Ｄ３、Ｄ５ 
研究指導科目時間割コード一覧





研究指導科目（実践Ⅰ、Ⅱ）　臨床指導科目（実践Ⅲ）　時間割コード一覧

基礎医学系 実践Ⅰ 実践Ⅱ 外科系 実践Ⅰ 実践Ⅱ

1 形態構築学 20380 21190 51 耳鼻咽喉科・頭頸部外科学 22840 22970

2 生体微細構築学 20280 21090 52 歯科口腔外科学 22860 22990

3 知覚生理学 20390 21200 53 皮膚病態治療再建学 22570 22690

4 分子生理学 20250 21060 54 麻酔科学 22870 23000

5 分子薬理学 26055 26056 55 臨床国際協力学 20950 21760

6 病態生化学 20500 21310 発生医学研究所

7 分子遺伝学 20240 21050 56 組織構築学 22470 22590

8 腫瘍医学 20520 21330 57 分子細胞制御学 22480 22600

9 細胞病理学 20510 21320 58 腎臓発生学 22490 22610

10 微生物学 20480 21290 59 脳発生学 22500 22620

11 免疫学 20290 21100 60 幹細胞誘導学 22510 22630

12 分子脳科学 25070 25080 61 損傷修復学 22520 22640

13 老化・健康長寿学 25260 25270 62 組織幹細胞学 22530 22650

14 生涯健康教育学 25860 25870 63 多能性幹細胞学 22550 22670

15 腫瘍治療・トランスレーショナルリサーチ学 22890 23020 64 細胞医学 22560 22680

16 中枢性代謝制御学 26053 26054 65 染色体制御学 25190 25200

社会医学系 66 筋発生再生学 25690 25700

17 公衆衛生学実践Ⅰ、Ⅱ 23060 23070 67 形態制御学 25770 25780

18 法医学 21010 21820 68 胎盤発生学 26057 26058

19 生命倫理学 21020 21830 ヒトレトロウイルス学共同研究センター

20 臨床倫理学 21040 21850 69 造血・腫瘍制御 25300 25310

21 臨床心理学 21030 21840 70 感染・造血学 25320 25330

22 レギュラトリーサイエンス学 23040 23050 71 感染免疫学 25340 25350

内科系 72 エイズ診療学 25360 25370

23 呼吸器内科学 22790 22920 73 ワクチン学 25380 25390

24 循環器内科学 22800 22930 74 ゲノミクス・トランスクリプトミクス学 25400 25410

25 代謝内科学 20700 21510 75 分子ウイルス・遺伝学 25750 25760

26 腎臓内科学 20720 21530 76 ウイルス病態学 26000 26010

27 消化器内科学 20690 21500 生命資源研究・支援センター

28 血液・膠原病・感染症内科学 25130 25140 77 資源開発学 20370 21180

29 脳神経内科学 25420 25430 78 ＲＩ実験学 20470 21280

30 小児科学 20740 21550 79 疾患エピゲノム制御学 25560 25570

31 臨床病態解析学 23080 23090 国際先端医学研究機構

32 放射線診断学 20630 21440 80 幹細胞ストレス学 25440 25450

33 放射線治療医学 20620 21430 81 白血病転写制御学 25460 25470

34 神経精神医学 22810 22940 82 形態発生学 25480 25490

35 災害・救命医療学 25960 25970 83 がん代謝学 25500 25510

36 総合診療・臨床疫学 25980 25990 84 多次元生体イメージング学 25520 25530

37 保健医学 21000 21810 85 皮膚再生・老化学 25730 25740

38 医療情報医学 20660 21470 86 幹細胞プロテオスタシス学 25900 25910

39 病理診断学 25540 25550 87 心臓発生学 25920 25930

40 生体機能評価学 22230 22240 88 免疫ゲノム構造学 25940 25950

41 循環器先進医療学 22730 22750

外科系 89 代謝情報学実践Ⅱ 21860

42 消化器外科学 20870 21680 90 代謝情報疫学実践Ⅱ 21870

43 呼吸器外科・乳腺外科学 25880 25890 実践Ⅲ

44 心臓血管外科学 20860 21670 91 画像診断学実践Ⅲ 21880

45 小児外科学・移植外科学 22880 23010 92 がん外科療法学実践Ⅲ 21890

46 脳神経外科学 20920 21730 93 がん放射線治療学実践Ⅲ 21900

47 整形外科学 22850 22980 94 がん化学療法学実践Ⅲ 21910

48 産科婦人科学 22580 22700 95 緩和ケア学実践Ⅲ 21920

49 泌尿器科学 22820 22950 96 臨床代謝情報学実践Ⅲ 21930

50 眼科学 22830 22960

各科目の詳細は以下URLのシラバスシステムを参照して下さい。
http://syllabus.kumamoto-u.ac.jp/











科目ナンバー 年度・学期 時間割所属・時間割コード 開講年次 単位数 曜日・時限

RDM7-004-99-2 2024通年 医学教育部(20050) 1, 2, 3, 4 2 他

科目名(講義題目) 担当教員

感染病態制御学理論【Infection and Immune Control】(B4感染病態制御学理論)
佐藤 賢文, 桑田 岳夫, 池田 正徳, 久保田 龍二, 岡田 誠
治, 押海 裕之, 松井 啓隆, 本園 千尋, 松岡 雅雄, 澤 智
裕, 前田 洋助, 鈴 伸也, 中田 浩智, 池田 輝政, 田中 靖

人

学修成果とその割合

1.高度な専門的知識・技能及び研究力 ････30% 2.学際的領域を理解できる深奥な教養力 ････30% 3.グローバルな視野と行動力 ････20% 4.地域社会
を牽引するリーダー力 ････20%

授業の形態 講義

授業の方法
質疑応答を重視した講義形式で、Power point等を活用する。なお遠隔地の学生や社会人学生等には、補講、集中講義
、ビデオ講義あるいはe-ラーニング等により対処する。(講義形態の詳細については講義開始時に受講生に連絡する。)

授業の目的
以下の点について理解することを目的とする。(1)感染症をおこす病原体と宿主の反応 (2)細菌およびウイルス感染の分
子病態、(3)感染症に対する免疫反応とワクチン開発の戦略、(4)院内感染と日和見感染症のコン トロール、(5)新興再
興感染症の診断と治療

学修目標

【A水準】
病原微生物、それらが引き起こす感染病態および宿主の応答に関する知識を深めるとともに、病原微生物に関する基
礎研究およびこれらを克服するためのワクチンあるいは薬剤の開発に関する応用研究の成果およびその意義あるいは
今後の課題について議論し、これらの研究を実践できるようにする。
【C水準】
病原微生物が病気を起こすメカニズムについて理解する。
病原微生物に関する基礎研究の現状と課題を把握する。
病原微生物に対する治療（ワクチンや治療）の現状や今後の課題について理解する。

授業の概要

人類の歴史は感染症との闘いの歴史であったといっても過言ではない。今日の先進国における寿命の延長に果たして
きた感染症研究の貢献は計り知れないものがある。中でも、様々な感染症に対するワクチンの開発、細菌感染に対す
る抗生物質の開発、さらに治療困難とされてきた慢性ウイルス感染症に対する治療薬の開発は社会に大きなインパク
トを与えてきた。これらの研究成果は、病原体の基本的な性質や生活環についての多くの基礎研究に基づいてなされ
てきたものである。授業では、病原微生物の感染病態と宿主の反応、ウイルスの生活環の研究と有効な抗ウイルス薬
の開発、さらに病原体の持つ免疫反応からの逃避を克服するためのワクチンの開発戦略について、最新の研究成果を
解説するとともに、講師らの研究成果を含めて講義する。

各回の授業内容

回 月日 授業テーマ 内容概略

1 池田　輝政 【eE-O】 レトロウイルスのライフサイクル

2 澤 智裕 【eE-O】 細菌感染症の分子病態

3 押海 裕之 【eE-O】 自然免疫応答による感染制御

4 本園 千尋 【eE-O】 細胞性免疫応答による感染制御

5 桑田 岳夫 【eE-O】 液性免疫応答による感染制御

6 未定___ 未定________

7 佐藤 賢文 【eE-O】 未定________

8 鈴 伸也 【eE-O】 レトロウイルスー宿主相互作用

9 佐藤 賢文 【eE-O】 レトロウイルスと潜伏感染

10 池田 正徳 【eE-0】 肝炎ウイルスの分子病態

11 田中 靖人 【eE-O】 肝炎ウイルスと肝がん

12 久保田 龍二 【eE-O】 ウイルス感染症と神経疾患

13 岡田 誠治【eE-O】 小動物モデルを用いた感染症研究

14 松井 啓隆 【eE-O】 感染症における臨床検査の役割

15 中田 浩智 【eE-O】 院内感染と日和見感染症のコントロール

授業外学修時間の目安 本科目は、90時間の学修が必要な内容で構成されている。授業は30時間分（2h×15コマ）となるため、60時間分相
当の事前・事後学修（課題等含む）が、授業の理解を深めるために必要となる。

テキスト 特に指定はせず、講義に関連した参考論文などを紹介する。

参考文献
“Atlas of AIDS” edited by Gerald L. Mandell and Donna Mildvan. Current Medicine, Inc. Philadelphia, 2001. 和
訳本 :カラーアトラスＡＩＤＳ；原書第3版 (福武勝幸監修、サイエンスプレス、2002年)
“Infectious Diseases and Medical Microbiology” 2nd Edition, Abraham I. Braude et al., W.B. Saunders Company

履修条件 本講義をに必要な基礎知識と、十分な学習意欲を有していること。

評価方法・基準
本講義は15名の教員によってなされるオムニバス講義である。講義への積極的な参加、講義中の質疑応答や、 講義終
了後に提示されるテーマに関するレポート、小試験等により、【授業の目的】に掲げた事項についての理解度を評価
する。各講義に関して、成績評価(小テストまたはレポート提出)を行い、2/3以上の評価が得られていることを修了の
条件とし、さらに、評価された中から、上位10講義の得点の平均値をもって成績とする。

使用言語 「英語」による授業

教科書・資料の言語 「英語」のテキスト

実務経験を
活かした授業 非該当









科目ナンバー 年度・学期 時間割所属・時間割コード 開講年次 単位数 曜日・時限

RDM7-008-81-2 2024通年 医学教育部(20090) 1, 2, 3, 4 2 他

科目名(講義題目) 担当教員

環境社会医学理論【Environmental and Sociomedical Sciences】(B8) 加藤 貴彦, 松井 邦彦, 佐野利恵, 副島 弘文, 大森 久光,
盧 渓，増田翔太

学修成果とその割合

1.高度な専門的知識・技能及び研究力 ････25% 2.学際的領域を理解できる深奥な教養力 ････25% 3.グローバルな視野と行動力 ････10% 4.地域社会
を牽引するリーダー力 ････40%

授業の形態 講義

授業の方法
質疑応答を重視した講義形式で、Power point, 等を活用する。なお遠隔地の学生や社会人学生等には、補講、集中講
義、e-ラーニングにより対処する。英語の講義・英語のテキストを基本とするが必要に応じて日本語での講義・テキ
ストで行う。

授業の目的
社会医学は、社会的存在としてのヒトのライフサイクルの様々な局面における医学的側面と社会的側面について考究
する医学の重要な分野である。ヒトの健康は生態系の環境に規定され、また医学の社会的適用としての保健医療福祉
体系によって支えられている。

学修目標

【A水準】
環境と健康との関わりを理解し、疾病予防・健康増進を含む総合医療の概念を修得し、個人の基本的人権の擁護、社
会の安全を維持するための医と法について包括的に学び、社会精神医学、社会心理学的側面から社会における対人関
係の基本的概念を学ぶ。
【C水準】
環境と健康との関わりを理解し、疾病予防・健康増進を含む総合医療の概念を修得し、個人の基本的人権の擁護、社
会の安全を維持するための医と法について基本的な事項を説明できる。

授業の概要

本授業では社会医学の広範な領域を、環境保健医学（衛生学）、公衆衛生学、保健医学、法医学、神経精神医学の立
場から縦横に論理を展開する。すなわち、環境保健医学（衛生学）では環境の構造、環境と人間の関連、環境の指標
と評価、環境基準の設定と維持について、公衆衛生学・保健医学では、健康の概念、予防医学活動をめぐる健康社会
の構築とその基本的な手技である疫学について実践的な講義を行う。法医学では、法医学の目的と法医実務について
総論的な講義を行うとともに、死の原因、分類、医学的、法律的、社会的な側面、および法医学からの社会貢献に触
れる。

各回の授業内容

回 月日 授業テーマ 内容概略

1 加藤貴彦【eE-0, eJ-0】 公衆衛生学　社会医学の意義

2 加藤貴彦【eE-0, eJ-0】 公衆衛生学　疫学について

3 大森久光【eE-0】 公衆衛生学　一次予防・健診システム

4 06/21 （金）５時限　佐野利恵【eE-0, eJ-L】 法医学　法医学の定義・目的

5 06/28 （金）５時限　佐野利恵【eE-0，eJ-L】 法医学　法医学と法科学

6 07/05 （金）５時限　佐野利恵【eE-0, eJ-L】 法医学　ヒトの死の社会的側面（1）

7 盧　渓【eE-0】 公衆衛生学　医療統計学

8 盧　渓【eE-0】 公衆衛生学　研究デザイン

9 07/26 （金）５時限　副島弘文【eEJ-L】 保健医学　動脈硬化について

10 08/02 （金）５時限　佐野利恵【eE-0, eJ-L】 法医学　ヒトの死の社会的側面 （２）

11 松井邦彦【eJ-0】 総合診療学: 臨床研究、結果の解釈

12 増田翔太【eE-0】 公衆衛生学　人口統計について

13 増田翔太【eE-0】 公衆衛生学　社会保障制度と医療保険制度

14 09/06 （金）５時限　副島弘文【eEJ-L】 保健医学　血液凝固と線溶

15 09/13 （金）５時限　副島弘文【eEJ-L】 保健医学　生活習慣と冠動脈疾患

授業外学修時間の目安
・本科目は、90時間（45時間）の学修が必要な内容で構成されている。授業は30時間分（2h×15コマ）（16時間分
（2h×8コマ））となるため、60時間分（29時間分）相当の事前・事後学修（課題等含む）が、授業の理解を深める
ために必要となる。

テキスト 講義にポイントをまとめたプリントを配布する。

参考文献
・岸玲子他編：New予防医学・公衆衛生学、南江堂、東京・Maxy-Rosenan-Last:Public Health & Preventive
Medicine(14 edit)Appleton & Lange. 1998・疫学ハンドブック、重要疾患の疫学と予防、日本疫学会編集、南江堂、
1998・学生のための法医学（柏村征一、恒成茂行ら著）、南山堂、2006年・

履修条件 特になし。

評価方法・基準
講義中の質疑応答や、講義終了後に提示されるテーマに関するレポート等により、【授業の目的】に掲げた事項につ
いての理解度を評価する。
15回の講義における小テストあるいはレポートで評価し、上位10回分の点数の平均を成績とする。

使用言語 「日本語と英語によるミックス」授業 (e-ラーニングを含めて英語または日本語で実施する。)

教科書・資料の言語 「日本語と英語を併用した」テキスト (e-ラーニングを含めて英語または日本語で実施する。)

実務経験を
活かした授業

該当 (公衆衛生学、地域医療学、環境医学、法医学で実際にそれぞれの分野で研究・実務をしている内容に関する授業
を行う。)



























科目ナンバー 年度・学期 時間割所属・時間割コード 開講年次 単位数 曜日・時限

RDM7-157-99-1 2023通年 医学教育部(25250) 1 2 他

科目名(講義題目) 担当教員

臨床研究総論(臨床研究総論（C12 臨床研究実践学）)
田中靖人、山崎明、森永潤、宮下梓、松井邦彦、辻
田賢一、中村太志、戸高浩司、内山麻希子、讃岐徹

治、川口敬義、山崎大

学修成果とその割合

1.高度な専門的知識・技能及び研究力 ････80% 2.学際的領域を理解できる深奥な教養力 ････10% 3.グローバルな視野と行動力 ････5% 4.地域社会
を牽引するリーダー力 ････5%

授業の形態 講義

授業の方法 Power point等を活用した講義を行う。

授業の目的 本講義では、これから臨床研究を始める若い研究者が自ら研究を計画し実施できるために必要な基本的知識を修得す
ることを目的とする。

学修目標

【A水準】
観察研究および介入研究についての枠組み、研究倫理、統計、レギュレーション、実践方法、ビックデータ構築及び
活用法、知財等に関する考え方に加え、臨床研究を計画・実施するために必要な知識を十分に修得する。
【C水準】
観察研究および介入研究についての枠組み、研究倫理、統計、レギュレーション、実践方法、ビックデータ構築及び
活用法、知財等に関する考え方に加え、臨床研究を計画・実施するために必要な知識を修得する。

授業の概要 観察研究および介入研究についての概要、研究倫理、統計的な考え方、研究デザイン、レギュレーション、実践方法
、ビックデータ構築および活用法、また知財に関する知識のエッセンスを学習する。

各回の授業内容

回 月日 授業テーマ 内容概略

1 10/05 （木）4限目　田中　靖人 【eJ-L】 臨床研究概論：トランスレーショナルリサーチ

2 10/12 （木）4限目　山崎　明 【eJ-L】 研究倫理：臨床研究における研究対象者の保護

3 森永　潤 【eJ-O】 臨床研究における統計的原則

4 森永　潤 【eJ-O】 臨床研究デザイン概論

5 11/02 （木）4限目　宮下　梓 【eJ-L】 ヒト指針および臨床研究法等の理解

6 宮下　梓,  森永　潤 【eJ-O】 研究計画書作成法概論

7 11/16 （木）4限目　松井　邦彦 【eJ-L】 観察研究の推進と実践

8 11/30 （木）4限目　辻田　賢一 【eJ-L】 介入研究の推進と実践

9 12/07 （木）4限目　中村　太志 【eJ-L】 医療ビッグデータの構築から活用まで

10 戸高　浩司 【eJ-O】 レギュラトリーサイエンス概論

11 内山　麻希子 【eJ-O】 医師主導治験のプロジェクト管理

12 讃岐　徹治 【eJ-O】 医療機器開発の実際_

13 01/18 （木）4限目　川口　敬義【eJ-L】 シーズ開発における知財の重要性

14 01/25 （木）4限目　山崎　大【eJ-L】 臨床研究デザイン演習1

15 02/01 （木）4限目　山崎　大【eJ-L】 臨床研究デザイン演習2

授業外学修時間の目安 本科目は、90時間の学修が必要な内容で構成されている。授業は30時間分（2h×15コマ）となるため、60時間分相
当の事前・事後学修（課題等含む）が、授業の理解を深めるために必要となる。

テキスト 特に指定はない

参考文献 講義の中で適宜紹介する。

履修条件 特に設けない。

評価方法・基準 受講状況、レポートや小テストの解答の内容を吟味し、講義の理解度を評価する。

使用言語 「日本語」による授業 (日本語)

教科書・資料の言語 「日本語」のテキスト (日本語)

実務経験を
活かした授業 非該当

2024年度C12シラバスは、作成中のため、完成次第、WEBページ、連絡掲示版等で通知します。



D1医学・生命科学セミナー （選択２単位）                    時間割コード20220 
 

令和 6 年度医学・生命科学セミナー【eE-L】 

●会場・時間 ： 第2 講義室（医学教育図書棟3 階） 17:30～ 

 
注意：修了年次までにセミナーを１５回以上聴講し、かつ、聴講したセミナー１５回中２回に関して、セミナー内容に関する 

１２００～２０００字程度のレポートを当該セミナーの世話講座の教授（代表者）に１ヶ月以内に E メールで提出してください。 
添付ファイルで提出する際には、受け取り側が開けない場合もありますので、メール本文中にも同じ内容を記載してください。

なお、教員に提出するときは、必ず医学事務チーム教務担当（iyg-igaku-3@jimu.kumamoto-u.ac.jp）宛にも送信してください。 

セミナーでは毎回、会場入口で出席を確認します。（カードリーダーを使用しますので必ず学生証を持参してください。） 
 ※医学・生命科学セミナーは、英語で開催されます。(ただし、今年度の第６回：新井先生の講義については日本語で開催します。) 

 ※詳細は、医学教育部ＨＰの「大学院セミナー」のページを参照 
 ※医学・生命科学セミナーは、履修登録した人のみ e-ラーニング受講できます。ただし、セミナーの内容、講師の都合により、録画

されないセミナー回もあります。録画されない講義回の場合は、アナウンスします。詳細は教務担当までお問い合わせください。 
※対面セミナーは履修登録していない者でも受講可能です。 

 

番

号 
実施日（予定） 講師氏名 演  題 勤務先及び職名 世話講座 

1 4 月10 日（水） 岡崎
おかざき

 拓
た く

 

Regulation of autoimmunity 
and anti-cancer immunity by 
immune checkpoint molecules 

東京大学定量生命科学研究所 応用定

量生命科学研究部門 分子免疫学研究

分野/教授 

感染免疫学 

2 5 月 15 日(水) 柳
やなぎ

 茂
しげる

 

Regulation of mitochondrial 
dynamics and quality control 
by ubiquitin signaling and 
related diseases 

学習院大学 理学部 生命化学科 分子

生化学/教授 
分子遺伝学 

3 6 月 26 日(水) 寺倉
てらくら

 精
せい

太郎
た ろ う

 

Development of Eva1, a tumor-
specific antigen, targeting 
chimeric antigen receptor T 
cells and insights from the 
development process. 

名古屋大学医学部付属病院 血液内科

/講師 
造血・腫瘍制御学 

4 7 月17 日(水) 山本
やまもと

 靖彦
やすひこ

 
Glycation: a novel outlook on 
life sciences 

金沢大学 医薬保健研究域医学系 血管 

分子生物学/教授 
生体微細構築学 

5 7 月31 日(水) 菱田
ひ し だ

 友
とも

昭
あき

 
The Future Prospects of 
Reprogramming Research 和歌山県立医科大学 薬学部/准教授 分子脳科学 

6 9 月4 日(水) 新井
あ ら い

 誠
まこと

 
統合失調症とグリケーション 
*日本語で実施されます。 

東京都医学総合研究所  精神行動医

学研究分野 副参事研究員/ 統合失調

症プロジェクトリーダー 

神経精神医学 

7 9 月11 日(水) 小坂
お さ か

 仁
ひとし

 

Toward the Treatment of 
Hereditary Neurological 
Diseases 

自治医科大学 小児科学/教授 幹細胞誘導分野 

8 11 月13 日(水) 波
は

江
え

野
の

 洋
ひろし

 
Mathematical analysis of cell 
dynamics in cancer. 

東京理科大学 生命医科学研究所/  

准教授 
幹細胞ストレス学 

9 11 月20 日(水) 西山
にしやま

 正章
まさあき

 

Identification of neural circuits 
in autism using human animal 
models and their application to 
therapeutic development 

金沢大学 医薬保健研究域医学系   

組織細胞学/教授 
分子薬理学 

10 2 月5 日(水) 坂田
さ か た

 麻
ま

実子
み こ

 

Unraveling 
Microenvironmental Diversity 
of Blood Cancers  
through Multi-omics Approach 

筑波大学・血液内科，トランスボーダー

医学研究センター/教授 
白血病転写制御学 



D2 名医に学ぶセミナー （選択２単位）                    時間割コード20230 
 

令和 6 年度名医に学ぶセミナー【eJ-L】 

●会場・時間 ： 第2 講義室（医学教育図書棟3 階） 17:30～ 

 

注意：修了年次までにセミナーを１５回以上聴講し、かつ、聴講したセミナー１５回中２回に関して、セミナー内容に関する 
１２００～２０００字程度のレポートを当該セミナーの世話講座の教授（代表者）に１ヶ月以内に E メールで提出してください。 
添付ファイルで提出する際には、受け取り側が開けない場合もありますので、メール本文中にも同じ内容を記載してください。

なお、教員に提出するときは、必ず医学事務チーム教務担当（iyg-igaku-3@jimu.kumamoto-u.ac.jp）宛にも送信してください。 

セミナーでは毎回、会場入口で出席を確認します。（カードリーダーを使用しますので必ず学生証を持参してください。） 
※名医に学ぶセミナーは、日本語で開催されます。 

 ※詳細は、医学教育部ＨＰの「大学院セミナー」のページを参照 
 ※名医に学ぶセミナーは、履修登録した人のみ e-ラーニング受講できます。ただし、セミナーの内容、講師の都合により、録画さ

れないセミナー回もあります。録画されない講義回の場合は、アナウンスします。詳細は教務担当までお問い合わせください。 
※対面セミナーは履修登録していない者でも受講可能です。 

 

番

号 
実施日（予定）  講師氏名 演  題 勤務先及び職名 世話講座 

1 4 月17 日(水) 白石
しらいし

 賢二
け ん じ

 

牛心筋チトクローム酸化酵素中の

プロトン移動機構の量子力学に基

づく研究 

名古屋大学 未来材料・システム研究所/

教授 
形態構築学 

2 5 月1 日(水) 加来
か く

 浩器
こ う き

 
新興再興感染症のリスク評価は
いかに行うか？ 

防衛医科大学校 防衛医学研究センター 

広域感染症疫学・制御研究部門 

/教授 

幹細胞誘導分野 

3 5 月29 日(水) 松田
ま つ だ

 文彦
ふみひこ

 ※未定 

京都大学大学院 医学研究科付属ゲノム

医学センター 疾患ゲノム疫学分野/教授 

ゲノム医学センター長 

分子遺伝学 

4 6 月5 日(水) 太田
お お た

 博樹
ひ ろ き

 
古代ゲノム学を基礎としたヒト進
化学の展開 

東京大学大学院 理学系研究科 生物科

学専攻/教授 
分子脳科学 

5 6 月12 日(水) 清水
し み ず

 秀
ひで

幸
ゆき

 
データサイエンスが加速する創薬

研究 

東京医科歯科大学 Ｍ＆Ｄデータ科学セ

ンター・ＡＩシステム医科学分野/教授 
分子薬理学 

6 7 月3 日(水) 中島
なかじま

 振一郎
しんいちろう

 
統合失調症をドーパミン仮説とグ
ルタミン酸仮説から考える 

慶応義塾大学 医学部 精神・神経科学教

室/講師 
神経精神医学 

7 7 月19 日(金) 今井
い ま い

 千速
ち は や

 
遺伝子改変T 細胞/NK 細胞によ

る小児がん治療 

富山大学 学術研究部医学系 

小児科学講座/教授 
造血・腫瘍制御学 

8 7 月26 日(金) 松本
まつもと

 俊彦
としひこ

 人はなぜ依存症になるのか 

国立研究開発法人 国立精神・神経医療

研究センター 精神保健研究所 薬物依存

研究部/薬物依存症センター 

部長/センター長 

生体微細構築学 

9 9 月18 日(水) 越智
お ち

 小枝
さ え

 

専門家が学ぶべきクライシス時
のライフコミュニケーション：震災
からコロナまで 

東京慈恵会医科大学 臨床検査医学講座

/教授 
災害・救命医療学 

10  10 月9 日(水) 安永
やすなが

 正浩
まさひろ

 

DDS・分子イメージング・細胞生物
学を駆使した次世代抗体医薬の
開発 

国立研究開発法人国立がん研究センター

先端医療開発センター 新薬開発分野 

/分野長 

幹細胞誘導分野 

11 10 月30 日(水) 金田
か ね だ

 篤志
あ つ し

 
エピゲノム異常の蓄積と発がんリ
スク 

千葉大学大学院 医学研究院・分子腫瘍

学/教授 
白血病転写制御学 



D5国際先端医学セミナー (選択2単位)                      時間割コード25230 

2024 年度国際先端医学セミナー 
 場所： 国際先端医学研究拠点施設１階ミーティングラウンジ（感染症対策のためオンラインセミナー） 
 時間： 16:00～（原則として水曜日開催。ただし、時間変更の可能性があります） 

 
「D5 国際先端医学セミナー」は国際先端医学研究機構（IRCMS）に所属する研究者または共同研究者によって講義が行われま

す。講義は月 1 回、各研究分野を牽引する研究者により英語にて行われます。本講義では次のような主題について学びます。 

１． 人体において正常な生理機能がどのように維持されているか 

２． これらのシステムがある病理的条件下でどのように制御異常（癌など）を起こすか 

３． 幹細胞が動物の発達と恒常性にとっていかに大切なのか 

４． 幹細胞ベースのアプローチがどのように病気のメカニズムを解明し、癌・老化等幹細胞の機能不全に関する疾患

に対するする治療法を見つけるのに役立つか 

注意：講義日時と場所は、講師などの都合によりしばしば変更されますので、事前の案内及び医学教育部 HP により十分に確

かめた上で受講して下さい。また、上記以外にもセミナーを追加する場合があります。 また、このセミナーは全て英語

で行われます。 

※医学教育部HP下部の「学生・教職員へのお知らせ」→「セミナーについて」のページ 

（http://www.medphas.kumamoto-u.ac.jp/medgrad/gakunai/seminar/） 

 

 

No Schedule Lecturer Research Field/The title for the lecture Title / Affiliation 

1.  Robert SIGNER HSC, proteostasis Assistant Professor,  
University of California, San Diego, USA 

2. May Yuta TAKAHASHI methylation; inheritance Associate Professor, IRCMS, Kumamoto 
University, Japan 

3. May Robert STEPHENSON Publishing  Senior Editor, PhD, Springer Nature 

4. June Jianlong WANG Epigenetics; Pluripotency Professor of Medical Sciences in Medicine, 
Columbia University, USA  

5. July Norika LIU macrophage Lecturer, IRCMS, Kumamoto University, Japan 

6. September Michael MILSOM Inflammation & aging Head, Division of Experimental Hematology, 
German Cancer Research Center, Germany  

7. October  Ralf JAUCH Molecular evolution Associate Professor, School of Biomedical Sciences 
Hong Kong University, Hong Kong 

8. November Seah Ling KUAN Protein therapeutics Group Leader, Max Planck Institute for Polymer 
Research, Germany 

9. December Ryo YAMAMOTO Non-human primate HSC Associate Professor, ASHBi, Kyoto University, 
Japan 

10. January  Jana ELLEGAST Acute myeloid leukemia 
Assistant Professor, Department of Medical 
Oncology and Hematology, The University 
Hospital Zurich, Switzerland  

11. February Greg WANG Epigenetics Professor, Department of Pharmacology and 
Cancer Biology, Duke University, USA 

12. March Els MANSELL HSC Assistant Professor, Hematology 
Erasmus University Rotterdam, Netherlands  



D5「国際先端医学セミナー」レポートの作成要領 
 

セミナーを10回以上聴講し、かつ、聴講したセミナー10回中2回に関して、セミナー内容に関する1200～2000字程度の
レポートをIRCMS(ircms@jimu.kumamoto-u.ac.jp)に聴講後1ヶ月以内にEメールで提出してください。添付ファイルで提出す

る際には、受け取り側が開けない場合もありますので、メール本文中にも同じ内容を記載してください。なお、教員に提出するときは、必

ず医学事務チーム教務担当（iyg-igaku-3@jimu.kumamoto-u.ac.jp）宛にも送信してください。セミナーでは毎回、会場入口で出席を確認

します。 

 

大学院医学教育部・医学専攻(博士課程) D5 「国際先端医学セミナー」レポート 

受 講 生：学年   学生番号     所属講座    氏名 

講 演 演 題 名： 

講 師： 

講 演 日 時：     年  月  日（  曜）   

講 演 会 場： 

レポート：   以下に1,200～2,000字程度のレポートを記載 

 



Ｄ３医学・生命科学演習（選択科目）時間割コード２２２２０ 

 
 

１． 大学院博士課程授業の実質化に伴い、学会や大学などのアカデミアが主催する（民間主

催ではない）、学会や講演会等の学術集会での発表を単位として認定する。 
 

２．博士課程授業の中に、選択科目として「D3 医学・生命科学演習」を新設し、学会発表に 

より最大 2 単位までの単位を認定する（シラバスの講義科目と単位数のリスト参照）。 
 

３．単位の認定は、以下のように規定する。なお単位を付与できる学会、講演会、シン 

ポジウム等の学術集会の判定については、大学院教育委員会が行なう。 
 

１）国内外で開催される国際学会、国際会議、国際シンポジウム、あるいは国内で開催さ

れる全国的な学会、研究会等の学術集会での発表は、演題抄録の筆頭著者としての口

頭あるいはポスター発表を伴う出席１回で最大２単位を付与する。 
 

２）地域的な学会（地方会など）、講演会、セミナー等の学術集会で、会合への演題抄録の

筆頭著者としての口頭あるいはポスター発表を伴う出席 1 回で、最大１単位を付与す

る。 
 

なお学会の開催日数と認定する単位数の関係については、次ページの細則を参照のこと。 
 
 

４．単位の申請方法と認定にいたる手順 
 

１） 大学院学生は、原則として学会発表をした当該年度中に、所定の申請書様式(様式１参

照)に学術集会の名称、開催期日およびレポートなどの必要事項を記載のうえで、①学

術集会への参加証（コピーで可）、②本人の発表が記載されたプログラム、ならびに③

学生が筆頭発表者として記載された抄録のコピーを、文書として医学事務チーム教務

担当（5029）あてに提出する。申請書は、大学院教育委員会(原則として毎月第 3水曜

日に開催)で審査する。 
 

２） 大学院教育委員会では、提出された書類をチェックして、申請された単位数を細則(別

紙１)にしたがって算定し決定する。その単位数を医学事務チーム教務担当が集計し、

2 単位以上になった時点で SOSEKI に入力し、学生は SOSEKI の閲覧をもって修得した

単位数を確認する。なお 2 単位に満たない場合には、単位は認定されない（0 単位）。 

 

３） 申請においては、熊本大学の所属が明記されている必要がある。所属が本学以外の場

合、共同演者に指導教員が含まれていることが求められる。 

 

 ４）大学院の教育委員会で認められた場合には web 学会における参加も認める。その際、

提出物の１）①については、学術集会への参加証又は指導教員の証明により受け付ける

こととする。 



Ｄ３ 医学・生命科学演習において認定する単位数に関する細則 

 
 

１．    平成20年度に入学した学生が、平成20年度に行った学術集会での発表についても、    

発表を証明する必要書類と申請書を、原則として平成 20 年度中に提出すれば、単位と 

して認定できるものとする。 

 

２．  学術集会の会期と認定する単位数との関係は、以下の基準によることを基本とする。 
  

１） 学術集会への 3 日間の参加をもって、所定の最大単位数を修得したと認める。そ

の根拠は、講義科目・理論は 90 分授業の 15 回 (合計：32.5 時間)をもって 2 単

位としており、通常の学術集会は、午前 8 時～午後 6 時ごろまでプログラムが組

まれており、3日間の学術集会出席により、約 30 時間分の講義受講に相当する学

習ができると考えられるからである。 
 

２） 半日開催された学術集会を、規定の最大単位数の 1/6 の単位数とカウントする。

たとえば、1日開催の場合は、規定の 1/3 の単位数を、1.5 日開催の場合は規定の

1/2 の単位数を、また 2日開催の学術集会は、規定の 2/3 の単位数を付与する。 
 

   ３）単位数の算定の具体例： 

      3 日間以上開催された国際学会あるいは国内の全国的な学術集会で、筆頭演者と 

して、発表した場合は 2単位、1日開催の場合は 2/3 単位、1.5 日間開催の場合 

は 1単位、2日開催の場合は 4/3 単位を付与する。 
 

        2 日間開催された地方的な学術集会で、筆頭演者として発表した場合は 2/3 単位 

を、1日開催の場合は 1/3 単位を、半日開催の場合は 1/6 単位を付与する。 

 
 

３．  上記の規定に合わない学会出席の時間数について認める単位数に関しては、大学院 

教育委員会で審議して決めるものとする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



（様式１） 

Ｄ３ 医学・生命科学演習（学会発表）の単位申請書 

                          申請日：   年 月 日 

氏名：    学年 年次 学生番号： 所属講座： 

コース名（該当者のみ）：       電話番号：      e メールアドレス： 

学術集会の名称： 

開催期日：   年 月 日～ 月 日 開催都市と会場： 

申請者が学会に出席した期日：   年 月 日～ 月 日 （   日間） 

発表者名（全員）：                           

発表演題名：                             口演 ポスター 

認定を申請する単位数（算出法については、別紙１の細則参照）：   単位 
 
学会出席によって学んだことに関するレポート（自分の発表ならびに学会で他の演者から得られた

ことについて記載のこと）（この紙面 1枚以内に、400 字以上記載すること）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◎ 本申請書の他に、① 学術集会への参加証（コピーで可）、② 本人の発表が記載された 

プログラム、ならびに③ 学生が筆頭発表者として記載された抄録のコピーを、書類と 

してまとめて、医学事務チーム教務担当あてに提出してください。（単位認定審査は、 

原則として毎月第３水曜日に開催される、大学院教育委員会でなされます。） 

また、① 学術集会への参加証を紛失した場合や、Web 開催の学会に参加した場合は（様式２）

の申立書を提出してください。 



（様式２） 

Ｄ３ 医学・生命科学演習（学会発表）の単位申請に関する申立書 

                                                    

学 生 番 号 ：               

所 属 講 座 ：               

氏  名（自署）：               

                     指導教員（自署）：               

 

学術集会の名称： 

 
 
＜申立事項＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

コースワーク科目 

 
（医学実験講座） 

（集学的がん治療学・緩和ケア学実習） 



【時間割コード：10170（修士選択科目）】【時間割コード：20200（博士必修科目）】 

※修士と博士でコードが異なるため、注意！ 

２０２４年度大学院医学実験講座 
 

場所：医学教育図書棟３階第２講義室 

月 日 午 前 午 後 

４月５日 
(金) 

1 
8:45 

～ 

10:15 

遺伝子組み換えの基礎【eEJ-L】 

 (分子遺伝学：寺田 和豊) 
3 

13:15 

～ 

14:45 

ＰＣＲの基礎と応用【eEJ-L】 

 (病態生化学：佐藤 叔史) 

2 
10:30 

～ 

12:00 

遺伝子導入法【eEJ-L】 

 (分子生理学：中條 岳志) 
 

15:00 

～ 

16:30 
 

４月８日 
(月) 

4 
8:45 

～ 

10:15 

細胞イメージングと画像解析【eEJ-L】 

(染色体制御学：石黒 啓一郎) 
6 

13:15 

～ 

14:45 

転写調節とその解析法【eEJ-L】 

 (分子薬理学：金森 耀平) 

5 
10:30 

～ 

12:00 

蛋白質の精製法＜一般操作法＞ 【eEJ-L】 

 (分子細胞制御学：山中 邦俊) 
7 

15:00 

～ 

16:30 

ファ－マコキネティックス【eEJ-L】 

(薬物治療設計学：猿渡 淳二) 

４月９日 
(火) 

8 
8:45 

～ 

10:15 

抗体作製法【eEJ-L】 

 （免疫学：入江 厚） 
10 

13:15 

～ 

14:45 

細胞内情報伝達実験法【eEJ-L】 

 (感染・造血学：鈴 伸也) 

9 
10:30 

～ 

12:00 

ChIP-Atlasのつかいかた【eEJ-L】 

（生命資源研究・支援センター：沖 真弥） 
11 

15:00 

～ 

16:30 

免疫組織化学【eEJ-L】 

 (細胞病理学：矢野 浩夢) 

４月１０日
(水) 

      

12 
10:30 

～ 

12:00 

免疫学的解析法の基礎【eEJ-L】 

 (免疫学：入江 厚) 
13 

15:00 

～ 

16:30 

プロテオミクスについて【eEJ-L】 

          (腫瘍医学：荒木 令江) 

４月１１日 
(木) 

14 
8:45 

～ 

10:15 

動物実験の基礎Ⅰ※注 【eJ-L】 

（生命資源研究・支援センター  

病態遺伝分野：鳥越 大輔） 

16 
13:15 

～ 

14:45 

生殖工学技術【eEJ-L】 

（資源開発学：竹尾 透） 

15 
10:30 

～ 

12:00 

動物実験の基礎Ⅱ※注 【eJ-L】 

（生命資源研究・支援センター  

病態遺伝分野：鳥越 大輔） 

17 
15:00 

～ 

16:30 

In situハイブリダイゼーション法【eEJ-L】 

    (染色体制御分野：菊池 浩二) 

４月１２日
(金) 

18 
8:45 

～ 

10:15 

病原微生物の取扱い法【eEJ-L】 

 (微生物学：津々木 博康) 
  

 

 

19 
10:30 

～ 

12:00 

フローサイトメトリーの原理と応用

【eEJ-L】(免疫学：入江 厚)  
   

e-learning 
only 20  

実験研究と安全管理【eEJ-0】 

（環境安全センター：山口 佳宏） 
21  

学術情報の探し方【eEJ-0】 

（医学系分館長(形態構築学)：福田 孝一) 

 

※注「動物実験の基礎I、II」の受講をもって、動物実験委員会が行う「動物実験実施者及び飼育者に対する教育訓練」 

を受講したものとみなします。 

 





 

 
 

発生・再生医学研究者 

育成コース科目 





科目ナンバー 年度・学期 時間割所属・時間割コード 開講年次 単位数 曜日・時限

RDM7-025-79-1 2024通年 医学教育部(22150) 1, 2, 3, 4 2 他

科目名(講義題目) 担当教員

発生・再生医学特論II【Special Lecture "Tokuron" on Developmental Biology and
Regenerative Medicine II(E2: 発生学研究の基礎的研究から、疾患の病因解明、診断、治療法

の開発との結びつきを学ぶ。)
丹羽 仁史, 岡江 寛明, 菅原 寧彦, 石黒 啓一郎,伊藤 隆
明 , 中村 公俊, 植田 光晴, 城野 博史, 福島 聡, 滝澤 仁

学修成果とその割合

1.高度な専門的知識・技能及び研究力 ････60% 2.学際的領域を理解できる深奥な教養力 ････25% 3.グローバルな視野と行動力 ････10% 4.地域社会
を牽引するリーダー力 ････5%

授業の形態 講義

授業の方法 質疑応答を重視した講義形式で、Power point, OHP等を活用する。なお遠隔地の学生や社会人学生等には、e-メール
とレポートにより対処する。

授業の目的

発生・再生医学特論Iで習得した知識を基盤にして、発生学的な視点に基づいて疾患の病態を解明し診断・治療法を開
発する発生医学研究、さらに、失われた細胞・組織・器官を再生する治療法を確立する再生医学研究を行うために必
要な応用的・先端的な知識を習得する。授業を通して、胚性幹細胞および組織幹細胞の性状と再生医療への応用、上
皮組織の発生と修復機構、神経系・感覚器・循環器・消化器などにおける再生医療の方法論、組織の損傷と機能再建
外科学、遺伝性疾患の病態と治療法、臓器移植の現状と課題について理解を図る。

学修目標

【A水準】
胚性幹細胞の理解を深めるとともに、内胚葉、皮膚、神経、感覚器、心血管など様々な組織での発生学とヒト疾患と
の接点を理解し、説明できる。
【C水準】
胚性幹細胞の理解を深めるとともに、内胚葉、皮膚、神経、感覚器、心血管など様々な組織での発生学とヒト疾患と
の接点を学ぶ。

授業の概要

授業では以下の事項に関して講師らの最新の研究成果を含めて講義を行う。
・胚性幹細胞と組織幹細胞を用いた再生医学
・胚性幹細胞の分化誘導と再生医学への応用
・内胚葉性幹細胞の再生医療への応用
・上皮細胞の分化増殖とその異常
・細胞傷害・修復･組織構築改変機構
・アミロイドーシス全般および遺伝性アミロイドーシスの診断と病態解析
・遺伝性アミロイドーシスの最新の治療
・皮膚の発生と再生（創傷治癒）
・神経病態からみた喉頭麻痺とその治療
・血液幹細胞
・血管新生に関する基礎および臨床
・虚血性心疾患の治療
・遺伝性疾患の病態解析と治療法
・臓器移植一般、肝臓移植の現状と課題

各回の授業内容

回 月日 授業テーマ 内容概略

1 【１年次】
丹羽　仁史　【eE-0】 多能性幹細胞の自己複製

2 丹羽　仁史　【eE-0】 多能性幹細胞の分化について

3 03/10 ４時限　伊藤　隆明 上皮の分化・増殖・形態形成とその異常

4 03/10 ５時限　中村　公俊 再生医学の小児期疾患への応用

5 03/17 ４時限　岡江　寛明 胎盤の発生とその異常

6 01/30 【２年次】
４時限　植田　光晴 アミロイドーシスの診断と病態解析

7 02/06 ４時限　城野　博史 遺伝性アミロイドーシスの最新の治療

8 福島　聡【eE-0】 皮膚の発生と再生（創傷治癒）

9 02/20 ４時限　滝澤　仁 造血幹細胞の正常生理学

10 02/27 ４時限　滝澤　仁 造血幹細胞の 病態生理学

11 01/30 【３年次】
４時限　石黒　啓一郎 多能性幹細胞（体細胞系譜）と生殖細胞における染色体異

常について

12 02/06 ４時限　石黒　啓一郎 再生医療と生殖細胞について

13 02/13 ４時限　中村　公俊 遺伝性疾患の病態解析と治療法

14 02/20 ４時限　菅原　寧彦 臓器移植臨床の現状と課題

15 02/27 ４時限　菅原　寧彦 脳死肝移植、生体肝移植

授業外学修時間の目安 本科目は、90時間の学修が必要な内容で構成されている。授業は30時間分（2h×15コマ）となるため、60時間分相
当の事前・事後学修（課題等含む）が、授業の理解を深めるために必要となる。

テキスト 特に指定はせず、講義のポイントをまとめたプリントを配布する。

参考文献 ・ “Essential Developmental Biology, 3rd edition” by Slack JMW.,Blackwell Publishing, 2012.
邦訳：エッセンシャル発生生物学 改訂第２版 （大隅典子訳、羊土社、2007年）

履修条件 特になし

評価方法・基準
講義中の質疑応答や、講義終了後に提示されるテーマに関するレポート等により、【授業の目的】に掲げた事項につ
いての理解度を評価する。
15回の講義における小テストあるいはレポートで評価し、上位10回分の点数の平均を成績とする。

使用言語 「日本語と英語によるミックス」授業

教科書・資料の言語 「日本語と英語を併用した」テキスト



実務経験を
活かした授業 非該当









科目ナンバー 年度・学期 時間割所属・時間割コード 開講年次 単位数 曜日・時限

RDM7-117-99-1 2024通年 医学教育部(22180) 1, 2, 3, 4 2 他

科目名(講義題目) 担当教員

発生・再生医学演習I(ー 発生・再生医学演習I) 小川 峰太郎, 中尾 光善

学修成果とその割合

1.高度な専門的知識・技能及び研究力 ････30% 2.学際的領域を理解できる深奥な教養力 ････30% 3.グローバルな視野と行動力 ････20% 4.地域社会
を牽引するリーダー力 ････20%

授業の形態 演習

授業の方法 グループワークにより、設定した課題に関する文献調査やディスカッションを行う。教員が適宜ディスカッションに
加わり学習の促進を図る。探究の成果はレポートなどにまとめるほか、グループ毎にプレゼンテーションを行う。

授業の目的

発生・再生医学は、発生学、細胞生物学、分子生物学、遺伝学、免疫学、組織学、再建外科学、生命倫理学など、多
様な学問が集結する極めて学際的な研究領域である。発生学的視点に基づく病態の解明と損なわれた細胞・組織・器
官を再建する再生医療を実現する過程では、これらの学問領域において解決すべき様々な課題に直面することになる
。発生・再生医学演習Iでは、本教育コースの特論で習得した知識を基礎にして、さらに文献調査などによる探究を自
ら進めることにより、学際的な諸領域を見渡し多角的な視点から直面する課題の解決に挑む能力の涵養を図る。

学修目標

【A水準】
発生・再生医学に関する学際的な諸領域を見渡し、専門的かつ多角的な視点から発生・再生医学の未解決の課題に挑
むことができる。
【C水準】
発生・再生医学に関する領域を理解し、専門的な視点から発生・再生医学の未解決の課題に挑むことができる。

授業の概要
少人数のグループを編成し、発生・再生医学に関する課題をグループ毎に自ら設定し、課題を達成するために障壁と
なる問題の発見とその解決のための方法論を探究する。（設定する課題の例：透析に頼らない腎機能の再生など）
なお、遠隔地の学生や社会人学生等にはe-メールによる討論等により対処する。

各回の授業内容

回 月日 授業テーマ 内容概略

1 授業テーマ（課題）は学生が自ら設定する。 学生が設定した課題に基づく。

授業外学修時間の目安 本科目は、90時間の学修が必要な内容で構成されている。授業は30時間分となるため、60時間分相当の事前・事後学
修（課題等含む）が、授業の理解を深めるために必要となる。

テキスト 特に指定しない。

参考文献 特に指定しない。

履修条件 本授業に関連する基礎的な知識を有すること

評価方法・基準
設定した課題に対して問題点が適切に抽出・認識されているか、問題解決の具体的な道筋が適切に提示されているか
、技術面だけでなく倫理面についても十分に考察されているかについて、レポート及びプレゼンテーションをもとに
評価する。

使用言語 「英語」による授業

教科書・資料の言語 「英語」のテキスト

実務経験を
活かした授業 非該当



科目ナンバー 年度・学期 時間割所属・時間割コード 開講年次 単位数 曜日・時限

RDM7-118-99-1 2024通年 医学教育部(22190) 1, 2, 3, 4 2 他

科目名(講義題目) 担当教員

発生・再生医学演習II(ー 発生・再生医学演習II) 小川 峰太郎, 中尾 光善

学修成果とその割合

1.高度な専門的知識・技能及び研究力 ････50% 2.学際的領域を理解できる深奥な教養力 ････30% 3.グローバルな視野と行動力 ････10% 4.地域社会
を牽引するリーダー力 ････10%

授業の形態 講義・演習

授業の方法 教育コースが認定する学内外のセミナーを聴講し、講演内容とそれに対する考察を記したレポートをセミナー毎に作
成する。１時間程度のセミナーをもって１回とみなす。

授業の目的
発生・再生医学は多様な学問が集結する学際性の高い研究領域であるだけでなく、21世紀の医療を担う新しい研究領
域として急速に発展している。発生・再生医学演習IIは、発生・再生医学に関連する最先端の研究を展開する国内外の
研究者のセミナーを聴講し、本教育コースの特論で習得した知識を深化させ、さらに特論では扱えない幅広い学問分
野における最新の知識習得を図る。

学修目標

【A水準】
多様な学問が集結する学際性の高い研究領域である発生・再生医学に関連する国内外の最先端の研究成果を理解し説
明することができる。
【C水準】
多様な学問が集結する学際性の高い研究領域である発生・再生医学に関連する国内外の研究成果を理解し説明するこ
とができる。

授業の概要 セミナーでは、特論で扱う学問分野の他、細胞工学、遺伝子工学、生体材料工学、生殖医学、バイオインフォマティ
クスなど発生・再生医学に関連する学問分野を広く取り扱う。

各回の授業内容

回 月日 授業テーマ 内容概略

1 発生・再生医学に関連する国内外の最先端の研究成果 発生・再生医学に関連する国内外の最先端の研究成果

授業外学修時間の目安 本科目は、90時間の学修が必要な内容で構成されている。授業は15時間分となるため、75時間分相当の事前・事後学
修（課題等含む）が、授業の理解を深めるために必要となる。

テキスト 特に指定しない。

参考文献 特に指定しない。

履修条件 本授業に関連する基礎的な知識を有すること

評価方法・基準 教育コースが認定するセミナーを15回以上聴講し、レポートの提出を義務づける。レポートに基づき、当該講演内容
の理解度を評価する。

使用言語 「英語」による授業

教科書・資料の言語 「英語」のテキスト

実務経験を
活かした授業 非該当



科目ナンバー 年度・学期 時間割所属・時間割コード 開講年次 単位数 曜日・時限

RDM7-119-99-1 2024通年 医学教育部(22200) 1, 2, 3, 4 2 他

科目名(講義題目) 担当教員

発生・再生医学演習III(ー 発生・再生医学演習III) 小川 峰太郎, 中尾 光善

学修成果とその割合

1.高度な専門的知識・技能及び研究力 ････30% 2.学際的領域を理解できる深奥な教養力 ････30% 3.グローバルな視野と行動力 ････20% 4.地域社会
を牽引するリーダー力 ････20%

授業の形態 演習

授業の方法 教育コースが認定する発生・再生医学に関する国内外の学術集会に出席し、自ら得た研究成果に関する発表と討論を
行う。

授業の目的
発生・再生医学の研究に従事するにあたって、研究で得た成果について国内外の学術集会で発表し、他の研究者と積
極的に討論を行うことが不可欠である。発生・再生医学演習IIIでは、発生・再生医学に関連する国内外の学術集会に出
席し、他の研究者の発表に対して適切な討論を行い、さらに自らの研究成果を効果的に発表し討論する能力の習得を
図る。

学修目標

【A水準】
学術集会に出席し、他の研究者の発表に対して適切な討論を行い、自らの研究成果を効果的に発表し討論することが
できる。
【C水準】
学術集会に出席し、他の研究者の発表に対して討論を行い、自らの研究成果を発表し討論することができる。ー

授業の概要
教育コースが認定する発生・再生医学に関する国内外の学術集会に出席し、研究者による学術発表を視聴し討論を行
う。さらに、自ら得た研究成果に関する発表と討論を行う。発表前の準備過程や発表の状況に応じて教員から適宜ア
ドバイスを受ける。出席した学術集会毎に、視聴した学術発表の内容とそれに対して行った討論の状況、自らの発表
内容と討論の状況等を記したレポートを作成する。

各回の授業内容

回 月日 授業テーマ 内容概略

1 学生の研究テーマに基づく。 学生の研究テーマに基づく。

授業外学修時間の目安 本科目は、90時間の学修が必要な内容で構成されている。授業は30時間分となるため、60時間分相当の事前・事後学
修（課題等含む）が、授業の理解を深めるために必要となる。

テキスト 特に指定しない。

参考文献 特に指定しない。

履修条件 本授業に関連する基礎的な知識を有すること

評価方法・基準 教育コースが認定する学術集会に合計４日間以上出席し、最低１回の発表とレポートの提出を義務づける。レポート
に基づき、学術発表および討論の能力についての達成度を評価する。

使用言語 「英語」による授業

教科書・資料の言語 「英語」のテキスト

実務経験を
活かした授業 非該当



科目ナンバー 年度・学期 時間割所属・時間割コード 開講年次 単位数 曜日・時限

RDM7-120-99-1 2024通年 医学教育部(22210) 1, 2, 3, 4 2 他

科目名(講義題目) 担当教員

発生・再生医学実習(ー 発生・再生医学実習) 小川 峰太郎, 富澤 一仁, 嶋村 健児, 宋 文杰, 山中 邦俊
, 中尾 光善, 西中村　隆一

学修成果とその割合

1.高度な専門的知識・技能及び研究力 ････50% 2.学際的領域を理解できる深奥な教養力 ････30% 3.グローバルな視野と行動力 ････10% 4.地域社会
を牽引するリーダー力 ････10%

授業の形態 実習

授業の方法 実習項目毎に各担当分野で順次実習を行う。講義による原理の理解、実験操作の実施、結果のまとめと考察などを行
い、レポートにまとめる。

授業の目的

発生・再生医学は、発生学、細胞生物学、分子生物学、免疫学、組織学など多様な学問が集結する学際的な研究領域
であるため、そこで利用される実験方法・技術も多岐にわたる。それら様々な実験手法を習得することは発生・再生
医学の研究に従事するために必要であるだけでなく、専門外の学問分野であってもその知見を裏付ける技術的背景を
理解することは、多角的な視点から問題解決に挑む上で重要な素養となる。発生・再生医学実習では、発生・再生医
学に関連する様々な実験方法・技術の中で特に重要なものを取り上げ、その原理と実際の手技を習得する。

学修目標

【A水準】
発生・再生医学に関連する重要で高度な実験方法・技術の原理を理解し説明することができ、実際に行うことができ
る。
【C水準】
発生・再生医学に関連する一般的な実験方法・技術の原理を理解し説明することができ、実際に行うことができる。

授業の概要

授業では以下の技術・手法に関して実習を行う。
なお、本実習では代謝・循環情報医学実習の授業も履修可能である。
・超微細構造解析技術　走査型電子顕微鏡用試料の作製と観察（脳発生学）
・フローサイトメトリー技術　 FACSを用いた細胞の分画分取（組織幹細胞学）
 ・定量PCR技術　　　　RNA・DNAの抽出とPCRによる定量（細胞医学）
・行動分析学技術　　　オペラント学習実験、オープンフィールド試験、Fear-conditioning試験（分子生理学）
 ・組織蛍光観察技術　　2光子顕微鏡による脳組織蛍光観察（知覚生理学）
 ・遺伝子導入技術　　　リポフェクション、ウェスタンブロット（腎臓発生学）
・タンパク質精製技術　微生物培養，タンパク質発現誘導，タンパク質の精製（分子細胞制御学）

各回の授業内容

回 月日 授業テーマ 内容概略

1 各担当分野の授業の日時と実習の内容については別途通
知する。

各担当分野の授業の日時と実習の内容については別途通知
する。

授業外学修時間の目安 本科目は、90時間の学修が必要な内容で構成されている。授業は50時間分となるため、40時間分相当の事前・事後学
修（課題等含む）が、授業の理解を深めるために必要となる。

テキスト 実習の手引きを配布する。

参考文献 特になし。（各担当者が指定する場合がある。）

履修条件 本授業に関連する基礎的な知識を有すること

評価方法・基準
履修生は少なくとも８項目の実習を受講しなければならない。それぞれの実習項目について、その内容についてレポ
ートを提出する。実習中の討論の状況、レポートの内容に基づき、実習項目の理解度を100点満点で評価する。上位
８項目の点数の平均を成績とする。

使用言語 「英語」による授業

教科書・資料の言語 「英語」のテキスト

実務経験を
活かした授業 非該当



 

 
 

感染症およびエイズの克服を 
目指した先端研究者育成

コース科目 



科目ナンバー 年度・学期 時間割所属・時間割コード 開講年次 単位数 曜日・時限

RDM7-004-99-2 2024通年 医学教育部(25580) 1, 2, 3, 4 2 他

科目名(講義題目) 担当教員

先端感染症特論I【Special Lecture I on Infectious Diseases and AIDS】(B4感染病態制御学理
論)

佐藤 賢文, 桑田 岳夫, 池田 正徳, 久保田 龍二, 岡田 誠
治, 押海 裕之, 松井 啓隆, 本園 千尋, 松岡 雅雄, 澤 智
裕, 前田 洋助, 鈴 伸也, 中田 浩智, 池田 輝政, 田中 靖

人

学修成果とその割合

1.高度な専門的知識・技能及び研究力 ････30% 2.学際的領域を理解できる深奥な教養力 ････30% 3.グローバルな視野と行動力 ････20% 4.地域社会
を牽引するリーダー力 ････20%

授業の形態 講義

授業の方法
質疑応答を重視した講義形式で、Power point等を活用する。なお遠隔地の学生や社会人学生等には、補講、集中講義
、ビデオ講義あるいはe-ラーニング等により対処する。(講義形態の詳細については講義開始時に受講生に連絡する。)

授業の目的
以下の点について理解することを目的とする。(1)感染症をおこす病原体と宿主の反応 (2)細菌およびウイルス感染の分
子病態、(3)感染症に対する免疫反応とワクチン開発の戦略、(4)院内感染と日和見感染症のコン トロール、(5)新興再
興感染症の診断と治療

学修目標

【A水準】
病原微生物、それらが引き起こす感染病態および宿主の応答に関する知識を深めるとともに、病原微生物に関する基
礎研究およびこれらを克服するためのワクチンあるいは薬剤の開発に関する応用研究の成果およびその意義あるいは
今後の課題について議論し、これらの研究を実践できるようにする。
【C水準】
病原微生物が病気を起こすメカニズムについて理解する。
病原微生物に関する基礎研究の現状と課題を把握する。
病原微生物に対する治療（ワクチンや治療）の現状や今後の課題について理解する。

授業の概要

人類の歴史は感染症との闘いの歴史であったといっても過言ではない。今日の先進国における寿命の延長に果たして
きた感染症研究の貢献は計り知れないものがある。中でも、様々な感染症に対するワクチンの開発、細菌感染に対す
る抗生物質の開発、さらに治療困難とされてきた慢性ウイルス感染症に対する治療薬の開発は社会に大きなインパク
トを与えてきた。これらの研究成果は、病原体の基本的な性質や生活環についての多くの基礎研究に基づいてなされ
てきたものである。授業では、病原微生物の感染病態と宿主の反応、ウイルスの生活環の研究と有効な抗ウイルス薬
の開発、さらに病原体の持つ免疫反応からの逃避を克服するためのワクチンの開発戦略について、最新の研究成果を
解説するとともに、講師らの研究成果を含めて講義する。

各回の授業内容

回 月日 授業テーマ 内容概略

1 池田　輝政 【eE-O】 レトロウイルスのライフサイクル

2 澤 智裕 【eE-O】 細菌感染症の分子病態

3 押海 裕之 【eE-O】 自然免疫応答による感染制御

4 本園 千尋 【eE-O】 細胞性免疫応答による感染制御

5 桑田 岳夫 【eE-O】 液性免疫応答による感染制御

6 未定___ 未定________

7 佐藤 賢文 【eE-O】 未定________

8 鈴 伸也 【eE-O】 レトロウイルスー宿主相互作用

9 佐藤 賢文 【eE-O】 レトロウイルスと潜伏感染

10 池田 正徳 【eE-0】 肝炎ウイルスの分子病態

11 田中 靖人 【eE-O】 肝炎ウイルスと肝がん

12 久保田 龍二 【eE-O】 ウイルス感染症と神経疾患

13 岡田 誠治【eE-O】 小動物モデルを用いた感染症研究

14 松井 啓隆 【eE-O】 感染症における臨床検査の役割

15 中田 浩智 【eE-O】 院内感染と日和見感染症のコントロール

授業外学修時間の目安 本科目は、90時間の学修が必要な内容で構成されている。授業は30時間分（2h×15コマ）となるため、60時間分相
当の事前・事後学修（課題等含む）が、授業の理解を深めるために必要となる。

テキスト 特に指定はせず、講義に関連した参考論文などを紹介する。

参考文献
“Atlas of AIDS” edited by Gerald L. Mandell and Donna Mildvan. Current Medicine, Inc. Philadelphia, 2001. 和
訳本 :カラーアトラスＡＩＤＳ；原書第3版 (福武勝幸監修、サイエンスプレス、2002年)
“Infectious Diseases and Medical Microbiology” 2nd Edition, Abraham I. Braude et al., W.B. Saunders Company

履修条件 本講義をに必要な基礎知識と、十分な学習意欲を有していること。

評価方法・基準
本講義は15名の教員によってなされるオムニバス講義である。講義への積極的な参加、講義中の質疑応答や、 講義終
了後に提示されるテーマに関するレポート、小試験等により、【授業の目的】に掲げた事項についての理解度を評価
する。各講義に関して、成績評価(小テストまたはレポート提出)を行い、2/3以上の評価が得られていることを修了の
条件とし、さらに、評価された中から、上位10講義の得点の平均値をもって成績とする。

使用言語 「英語」による授業

教科書・資料の言語 「英語」のテキスト

実務経験を
活かした授業 非該当



科目ナンバー 年度・学期 時間割所属・時間割コード 開講年次 単位数 曜日・時限

RDM7-028-81-1 2024通年 医学教育部(25590) 1, 2, 3, 4 2 他

科目名(講義題目) 担当教員

先端感染症特論II【Special Lecture II on Infectious Diseases and AIDS】(先端感染症　特論
Ⅱ (F2))

上野 貴將, 潟永 博之, 杉浦 亙, 渡辺 恒二, 山本 浩之,
立川 愛, 俣野 哲朗, 前田 賢次, 中畑 新吾, 野村 拓志

, 菅田 謙治, 髙橋 尚史

学修成果とその割合

1.高度な専門的知識・技能及び研究力 ････25% 2.学際的領域を理解できる深奥な教養力 ････35% 3.グローバルな視野と行動力 ････35% 4.地域社会
を牽引するリーダー力 ････5%

授業の形態 講義

授業の方法 質疑応答を重視した講義形式で、Power point等を活用する。なお遠隔地の学生や社会人学生等には、補講、集中講義
、ビデオ講義あるいはe-ラーニング等により対処する。

授業の目的
感染症の疫学、臨床医学および社会医学に関して、以下のことについて学ぶ。（１）感染症に関する体系的な知識、
（２）感染症の診断と疾患、（３）グローバルな流行と疫学、社会医学、（４）感染症研究で必須な統計手法、
（５）HIV感染症を具体例とする診断と治療法。

学修目標

【A水準】
感染症の疫学、臨床医学および社会医学に関して、体系的な知識を得るとともに、感染症の診断やグローバルな流行
、社会医学的なアプローチについて議論し、あるいは研究を実施できるようにする。
【C水準】
感染症の疫学、臨床医学および社会医学に関して、体系的な知識を得るとともに、感染症の診断やグローバルな流行
、社会医学的なアプローチを理解できるようになる。

授業の概要
さまざまなヒト感染症について、自然経過と、病態に関わる諸症状、診断に関わる検査法と治療について学ぶ。加え
て、グローバルな感染症の最新の疫学および感染拡大の歴史および社会的な問題と予防啓発について理解を深める。
同時に感染研究において必須な医学統計、疫学統計の基礎を学ぶ。

各回の授業内容

回 月日 授業テーマ 内容概略

1 潟永 博之【eE-0】 HIV感染症の診断と治療

2 潟永 博之 【eE-0】 抗HIV薬の薬理学、薬剤代謝、慢性毒性

3 杉浦 亙  【eE-0】 グローバル感染症の現状と課題

4 杉浦 亙  【eE-0】 感染症におけるゲノム科学

5 渡辺 恒二【eE-0】 日和見感染症と AIDS の転帰

6 渡辺 恒二【eE-0】 感染リザーバーに基づく疫学的戦略

7 山本 浩之【eE-0】 抗ウイルス免疫応答総論：防御機構とウイルス攪乱

8 山本 浩之【eE-0】 HIV/SIV感染症に対する適応免疫応答

9 立川 愛【eE-0】 細胞免疫療法の新たなアプローチ

10 俣野 哲朗   【eE-0】 ワクチンによる感染制御

11 前田 賢次【eE-0】 ウイルス感染症に対する新規薬剤の開発

12 中畑 新吾【eE-0】 ウイルス感染症領域におけるオンコロジー

13 野村 拓志【eE-0】 感染症制御における動物モデルの役割

14 菅田 謙治【eE-0】 ウイルス感染症における抗原提示とT細胞応答

15 髙橋 尚史【eE-0】 ウイルス残存に関する諸問題

授業外学修時間の目安 本科目は、90時間の学修が必要な内容で構成されている。授業は30時間分（2h×15コマ）となるため、60時間分相
当の事前・事後学修（課題等含む）が、授業の理解を深めるために必要となる。

テキスト 特に指定はせず、講義に関連した参考論文などを紹介する。

参考文献

わかりやすい医学統計学：森實敏夫　メディカルトリビューン、・ WMA Declaration of Helsinki - Ethical Principles
for Medical Research Involving Human Subjects
http://www.wma.net/en/30publications/10policies/b3/index.htmlAIDSinfo Web site; http//AIDSinfo.nih.gov
Atlas of AIDS 3rd edition; Current Medicine, Inc.,2001. (edited by G,L.Mandelland D.Mildvan.)
Harrison’s principles of internal medicine 16th ed.http://api-net.jfap.or.jp;エイズ予防情報ネット（疫学情報、予
防啓発ガイドラインなど）

履修条件 特になし

評価方法・基準
講義への積極的な参加、講義中の質疑応答や、 講義終了後に提示されるテーマに関するレポート、小試験等により、
【授業の目的】に掲げた事項についての理解度を評価する。各講義に関して、成績評価(小テストまたはレポート提出
)を行い、2/3以上の評価が得られていることを修了の条件とし、さらに、評価された中から、上位5講義の得点の平均
値をもって成績とする。

使用言語 「英語」による授業

教科書・資料の言語 「英語」のテキスト

実務経験を
活かした授業 非該当



科目ナンバー 年度・学期 時間割所属・時間割コード 開講年次 単位数 曜日・時限

RDM7-160-79-1 2024通年 医学教育部(25620) 1, 2, 3, 4 8 他

科目名(講義題目) 担当教員

先端感染症演習I【Practice I on Infectious Diseases and AIDS】(先端感染症　演習Ⅰ)
上野 貴將, 潟永 博之, 俣野 哲朗, 立川 愛, 渡辺 恒二, 
山本 浩之, 前田 賢次, 岡田 誠治, 佐藤 賢文, 押海 裕之
, 安永 純一朗, 澤 智裕, 鈴 伸也, 池田 輝政, 田中 靖人

学修成果とその割合

1.高度な専門的知識・技能及び研究力 ････40% 2.学際的領域を理解できる深奥な教養力 ････30% 3.グローバルな視野と行動力 ････30%

授業の形態 実習

授業の方法 英文論文紹介

授業の目的 研究室で行われる論文の抄読会に参加し、自らも発表する事で関連する最新の研究を学習する

学修目標
【A水準】
研究室で行われる論文の抄読会(研究論文紹介）に参加し、自らも発表する事で最新の関連研究内容を勉強する
【C水準】
研究室で行われる論文の抄読会(研究論文紹介）に参加し、自らも発表する事で最新の関連研究内容を勉強する

授業の概要 研究室で行われる抄読会(研究論文紹介）への参加方法・発表方法及び開催日時については各研究室の方法に従う

各回の授業内容

回 月日 授業テーマ 内容概略

1 自身の研究に関連する知識の習得 抄読会を通じた研究関連知識の習得

授業外学修時間の目安 本科目は360時間の学修が必要な内容で構成されている。授業は240時間分となるため、120時間分相当の事前・事後
学修が必要となる。

テキスト 使用しない

参考文献 使用しない

履修条件 特になし

評価方法・基準 抄読会への積極的な参加および発表する内容の理解度により評価する

使用言語 「英語」による授業

教科書・資料の言語 「英語」のテキスト

実務経験を
活かした授業 非該当



科目ナンバー 年度・学期 時間割所属・時間割コード 開講年次 単位数 曜日・時限

RDM7-161-79-1 2024通年 医学教育部(25630) 1, 2, 3, 4 2 他

科目名(講義題目) 担当教員

先端感染症演習II【Practice II on Infectious Diseases and AIDS】(先端感染症　演習Ⅱ) 岡田 誠治

学修成果とその割合

1.高度な専門的知識・技能及び研究力 ････30% 2.学際的領域を理解できる深奥な教養力 ････30% 3.グローバルな視野と行動力 ････30% 4.地域社会
を牽引するリーダー力 ････10%

授業の形態 演習

授業の方法 国際シンポジウム「熊本エイズセミナー」に参加、研究発表を行うことで、最新の感染症研究およびエイズ研究の進
展を習得する。

授業の目的
１．国際シンポジウム「熊本エイズセミナー」に参加し、国内外の関連分野の先端研究者の研究発表を聴くことで、
最新の進歩を習得する。
２．現在進めている研究内容を口頭またはポスター-発表することで、発表技法を学ぶ。
３．口頭発表やポスター発表において積極的に議論に参加することで、科学的な議論の方法論を身に付ける。

学修目標

【A水準】
１．感染症研究、レトロウイルス研究の最新の進歩を理解し、考察を加えることができる。
２．自らの研究について、ポスターもしくは口頭発表を行うことで、研究内容をわかりやすく伝えるなど科学的な議
論を行う方法論を身に付ける。
【C水準】
レトロイウイルスについての基本事項及び講演内容を理解し、講演や発表に対して英語で質問をすることができる。

授業の概要 国際シンポジウム「熊本エイズセミナー」に積極的に参加することで、世界の感染症研究の動向を学ぶと共に、国内
外の研究者との議論を通して、科学的な発表・議論に必要な技能を身に付ける。

各回の授業内容

回 月日 授業テーマ 内容概略

1
第23回熊本エイズセミナー（日程：7月17日～7月18日
の予定）第26回日本レトロウイルス研究会日程：7月
19日の予定）

熊本エイズセミナーに参加し、国内外の著名なエイズ研究
者や若手研究者の発表を聴くとともに、自らの研究成果を
発表することを通じて、感染症研究の最新の進歩について
理解する。得られた情報を元に自らの考察を加えて、議論
に参加する。
国内外の著名な感染症研究者、若手研究者、大学院生との
交流を深める。今年度は、日本レトロウイルス研究会との
合同開催を予定しているので、日本レトロウイルス研究会
への参加も授業に加える。

授業外学修時間の目安

・本科目は、90時間の学修が必要な内容で構成されている。セミナーは2日間で20時間に相当するため、70時間分相
当の事前・事後学修（課題等含む）が、授業の理解を深めるために必要となる。事前にAbstract bookを読んで講演内
容を確認して関連分野の論文を読むことが推奨される。また、セミナー終了後、講演や発表内容についてのレポート
を課する。今年度は、日本レトロウイルス研究会との合同開催を予定しているので、参加により10時間の学修に相当
する。

テキスト 熊本エイズセミナーの”Abstract book”を事前に配布する。

参考文献 なし

履修条件 感染症コースの履修者

評価方法・基準
提出されたレポートをもとに評価する。レポートは、自らの発表内容を簡潔にまとめ、発表時の質問やその回答、考
察などを加えてまとめること。
レポートは、セミナー修了後2週間以内に担当教員にe-mailにて提出する。

使用言語 「英語」による授業

教科書・資料の言語 「英語」のテキスト (事前に”Abstract book”が配布される。)

実務経験を
活かした授業 非該当



科目ナンバー 年度・学期 時間割所属・時間割コード 開講年次 単位数 曜日・時限

RDM7-162-79-1 2024通年 医学教育部(25640) 1, 2, 3, 4 2 他

科目名(講義題目) 担当教員

先端感染症演習III【Practice III on Infectious Diseases and AIDS】(先端感染症　演習Ⅲ) 池田 輝政, 佐藤 賢文, 上野 貴將

学修成果とその割合

1.高度な専門的知識・技能及び研究力 ････40% 2.学際的領域を理解できる深奥な教養力 ････30% 3.グローバルな視野と行動力 ････30%

授業の形態 実習

授業の方法 研究室横断的に運営しているWeely Young Investigator Seminar (WYIS)に参加、質疑、および研究発表を行う。

授業の目的 研究室横断的に運営しているWeely Young Investigator Seminar (WYIS)に参加、質疑、および研究発表を行うことで
、研究発表および科学的討論を行なう技術・経験の習得を図る。

学修目標

【A水準】
研究室横断的に運営しているWeely Young Investigator Seminar (WYIS)に参加、質疑、および研究発表を行うことで
、研究発表および科学的討論を行う技術・経験を顕著に向上させる。
【C水準】
研究室横断的に運営しているWeely Young Investigator Seminar (WYIS)に参加、質疑、および研究発表を行うことで
、研究発表および科学的討論を行う技術・経験を向上させる。

授業の概要 研究室横断的に運営しているWeely Young Investigator Seminar (WYIS)において、自身が行っている研究の背景、デ
ータおよびそれらの意義・解釈について英語で発表し（約１５分）、英語で討論を行う（約１５分）

各回の授業内容

回 月日 授業テーマ 内容概略

1 WYISセミナーにおいて研究発表・討論を行う 先端感染症コース所属博士課程大学院生による英語での発
表・討論

授業外学修時間の目安
本科目は90時間の学修が必要な内容で構成されている。授業は60時間分となるため、30時間分相当の事前・事後学修
が必要となる。

テキスト 事前に発表者のアブストラクトを配布する

参考文献 発表者のアブストラクトに沿った論文等

履修条件 特になし

評価方法・基準 WYISへの積極的な参加、質疑する頻度、研究発表の内容および技術面での向上を総合的に評価する。出席は年間15回
以上。発表は年間2回程度以上。

使用言語 「英語」による授業

教科書・資料の言語 「英語」のテキスト

実務経験を
活かした授業 非該当



科目ナンバー 年度・学期 時間割所属・時間割コード 開講年次 単位数 曜日・時限

RDM7-163-79-1 2024通年 医学教育部(25650) 1, 2, 3, 4 2 他

科目名(講義題目) 担当教員

先端感染症演習IV【Practice IV on Infectious Diseases and AIDS】(先端感染症　演習Ⅳ) 鈴 伸也

学修成果とその割合

1.高度な専門的知識・技能及び研究力 ････40% 2.学際的領域を理解できる深奥な教養力 ････40% 3.グローバルな視野と行動力 ････10% 4.地域社会
を牽引するリーダー力 ････10%

授業の形態 演習

授業の方法 外部講師によるセミナーを受講する。

授業の目的 外部講師による感染症学および医学、生命科学のさまざまな分野の最新の研究の進展を学ぶ。

学修目標

【A水準】
医学、生命科学に関する幅広い分野の外部講師による最先端の研究に関するセミナーを受講することで、感染症学の
みならず、広く医学、生命科学にわたる研究の進展を学ぶ。
【C水準】
医学、生命科学に関する幅広い分野の外部講師による最先端の研究に関するセミナーを受講することで感染症に関す
る研究の進展を学ぶ

授業の概要
医学教育部医学専攻博士課程シラバスにある「医学・生命科学セミナー」、「国際先端医学セミナー」、「名医に学
ぶセミナー」および「感染症克服を目指した先端研究者育成コース」運営委員会が認定した、プログラム指導教員が
所属する研究室が開催する外部講師によるセミナーを受講する。

各回の授業内容

回 月日 授業テーマ 内容概略

1 セミナーに関する掲示を参照 各セミナーの掲示を参照

授業外学修時間の目安 ・本科目は、45時間の学修が必要な内容で構成されている。授業は16時間分（2h×8コマ）となるため、29時間分相
当の事前・事後学修（課題等含む）が、授業の理解を深めるために必要となる。

テキスト 使用しない

参考文献 使用しない

履修条件 特になし

評価方法・基準 卒業までにセミナーを15回以上聴講し、かつ、聴講したセミナー内容に関するレポートを提出すること。

使用言語 「英語」による授業

教科書・資料の言語 「英語」のテキスト

実務経験を
活かした授業 非該当



科目ナンバー 年度・学期 時間割所属・時間割コード 開講年次 単位数 曜日・時限

RDM7-158-82-1 2024通年 医学教育部(25600) 1, 2, 3, 4 2 他

科目名(講義題目) 担当教員

先端感染症実習I【Training I on Infectious Diseases and AIDS】(先端感染症　実習Ⅰ) 鈴 伸也, 安永 純一朗

学修成果とその割合

1.高度な専門的知識・技能及び研究力 ････25% 2.学際的領域を理解できる深奥な教養力 ････40% 3.グローバルな視野と行動力 ････25% 4.地域社会
を牽引するリーダー力 ････10%

授業の形態 実技

授業の方法 熊本大学附属病院で、感染症診療に関する１週間程度の見学研修を行いながら、講義を織り交ぜて行う。

授業の目的
基礎研究を行う医学研究者にとっても、実際の臨床現場を知っておくことは非常に重要である。特に、感染症研究に
ついては、基礎研究がどのようにfeedbackされ、いかに治療の進歩があったのかということを知ることは、今後の研
究を進める上で大きなモチベーションになる。本授業の目標は、実施の医療現場を知り、患者に触れることにある。

学修目標

【A水準】
感染症研究について、基礎研究がどのようにfeedbackされ、いかに治療の進歩があったのかを学修し、今後の研究に
生かすことを目指す。
【C水準】
感染症研究について、基礎研究がどのようにfeedbackされ、いかに治療の進歩があったのかを学修する。

授業の概要

7月8日- 7月12日
１週間程度の見学研修を行いながら、以下の講義を織り交ぜて行う。
　１． 感染症概論
　２． 日和見感染症総論
　３． 患者支援
　４． 外来見学・病棟見学
　５． 外来カンファ・病棟カンファ出席

各回の授業内容

回 月日 授業テーマ 内容概略

1

１． 感染症概論
２． 日和見感染症総論
３． 患者支援
４． 外来見学・病棟見学
５． 外来カンファ・病棟カンファ出席

見学研修を行いながら、講義を織り交ぜて行う

授業外学修時間の目安 本科目は、45時間の学修が必要な内容で構成されている。授業は30時間分（2h×15コマ）となるため、15時間分相
当の事前・事後学修（課題等含む）が、授業の理解を深めるために必要となる。

テキスト 使用しない

参考文献 使用しない

履修条件 日本国の医師免許保有者には患者との接触を認める。医師免許を有しない者は見学、講義、ラウンドが中心となる。

評価方法・基準 研修への積極的な参加または貢献、レポートなどにより評価する。

使用言語 「日本語と英語によるミックス」授業

教科書・資料の言語 「日本語と英語を併用した」テキスト

実務経験を
活かした授業 非該当



科目ナンバー 年度・学期 時間割所属・時間割コード 開講年次 単位数 曜日・時限

RDM7-159-82-1 2024通年 医学教育部(25610) 1, 2, 3, 4 2 他

科目名(講義題目) 担当教員

先端感染症実習II【Training II on Infectious Diseases and AIDS】(先端感染症　実習Ⅱ) 鈴 伸也, 潟永 博之

学修成果とその割合

1.高度な専門的知識・技能及び研究力 ････25% 2.学際的領域を理解できる深奥な教養力 ････40% 3.グローバルな視野と行動力 ････25% 4.地域社会
を牽引するリーダー力 ････10%

授業の形態 実技

授業の方法 国立国際医療研究センター病院で、HIV診療に関する１週間程度の見学研修を行いながら、講義を織り交ぜて行う。

授業の目的
基礎研究を行う医学研究者にとっても、実際の臨床現場を知っておくことは非常に重要である。特に、HIV研究につい
ては、基礎研究がどのようにfeedbackされ、いかに治療の進歩があったのかということを知ることは、今後の研究を
進める上で大きなモチベーションになる。本授業の目標は、実施の医療現場を知り、患者に触れることにある。

学修目標

【A水準】
HIV研究について、基礎研究がどのようにfeedbackされ、いかに治療の進歩があったのかを学修し、今後の研究に生
かすことを目指す。
【C水準】
HIV研究について、基礎研究がどのようにfeedbackされ、いかに治療の進歩があったのかを学修する。

授業の概要

１週間の見学研修を行いながら、以下の講義を織り交ぜて行う。
１． ＨＩＶ概論
２． 日和見感染症総論
３． 患者支援
４． 外来見学・病棟見学
５． 外来カンファ・病棟カンファ出席

各回の授業内容

回 月日 授業テーマ 内容概略

1

１． ＨＩＶ概論
２． 日和見感染症総論
３． 患者支援
４． 外来見学・病棟見学
５． 外来カンファ・病棟カンファ出席

見学研修を行いながら、講義を織り交ぜて行う

授業外学修時間の目安 本科目は、45時間の学修が必要な内容で構成されている。授業は30時間分（2h×15コマ）となるため、15時間分相
当の事前・事後学修（課題等含む）が、授業の理解を深めるために必要となる。

テキスト 使用しない

参考文献 使用しない

履修条件 このコースでは日本人のHIV患者に接する機会があるため、日本語が十分理解できること

評価方法・基準 研修への積極的な参加または貢献、レポートなどにより評価する。

使用言語 「日本語」による授業

教科書・資料の言語 「日本語」のテキスト

実務経験を
活かした授業 非該当



科目ナンバー 年度・学期 時間割所属・時間割コード 開講年次 単位数 曜日・時限

RDM7-603-79-2 2024通年 医学教育部(25660) 1, 2, 3, 4 10 他

科目名(講義題目) 担当教員

先端感染症研究【Research on Infectious Diseases and AIDS】(先端感染症　研究)
上野 貴將, 潟永 博之, 俣野 哲朗, 立川 愛, 岡田 誠治,
佐藤 賢文, 押海 裕之, 安永 純一朗, 澤 智裕, 鈴 伸也,

池田 輝政, 田中 靖人

学修成果とその割合

1.高度な専門的知識・技能及び研究力 ････80% 3.グローバルな視野と行動力 ････20%

授業の形態 その他

授業の方法 各研究室での研究と学位論文作成

授業の目的 学位論文作成。指導教員および中間報告審査教員に研究の進捗状況を報告し、助言を求めながら進める。

学修目標

【A水準】
各研究室で研究を実施し、得られた成果をもとに学位論文を作成する。研究成果を国内外の学術会議で発表するとと
もに、学術論文として専門学術誌に発表する。
【C水準】
各研究室で研究を実施し、得られた成果をもとに学位論文を作成する。研究成果を国内外の学術会議で発表するとと
もに、学術論文として専門学術誌に発表する。

授業の概要 各研究室で研究を実施し、学位論文を作成する。研究の進展状況のヒアリング（中間審査）を実施し、助言を求める
。国内外の学術会議で研究成果を発表する。

各回の授業内容

回 月日 授業テーマ 内容概略

1 研究の実施と学位論文のとりまとめ 研究と学位論文の作成を行う

授業外学修時間の目安 本科目は300時間の学修が必要な内容で構成されている。授業は240時間分となるため、60時間分相当の事前・事後
学修が必要となる。

テキスト 使用しない

参考文献 使用しない

履修条件 中間審査委員は、３名で構成する。３年次前期までに研究の進展を１回報告し、助言を得る。

評価方法・基準 各研究室で実施する研究と学位論文の作成。学術論文の作成。中間報告会において進展状況の報告。国内外の学術会
議での研究成果発表。

使用言語 「英語」による授業

教科書・資料の言語 「英語」のテキスト

実務経験を
活かした授業 非該当



科目ナンバー 年度・学期 時間割所属・時間割コード 開講年次 単位数 曜日・時限

RDM7-604-79-2 2024通年 医学教育部(25670) 1, 2, 3, 4 2 他

科目名(講義題目) 担当教員

先端感染症特別研究I【Special Research I on Infectious Diseases and AIDS】(先端感染症　
特別研究Ⅰ)

上野 貴將, 潟永 博之, 俣野 哲朗, 立川 愛, 渡辺 恒二,
山本 浩之, 岡田 誠治, 佐藤 賢文, 押海 裕之, 松岡 雅雄

, 澤 智裕, 鈴 伸也, 池田 輝政, 田中 靖人

学修成果とその割合

1.高度な専門的知識・技能及び研究力 ････50% 3.グローバルな視野と行動力 ････50%

授業の形態 その他

授業の方法 海外研究施設、途上国医療施設等での6週間程度の研究・研修活動

授業の目的 海外研究施設、途上国医療施設等での研究・研修を通して、質の高い研究を行うと共に、国際的に通用する研究者の
育成を図る

学修目標

【A水準】
海外研究施設、途上国医療施設での研究・研修を通して、質の高い研究を行うと共に、指導する学生を国際的に通用
する研究者に育成する
【C水準】
海外研究施設、途上国医療施設での研究・研修を通して、質の高い研究を行うと共に、指導する学生を国際的に通用
する研究者に育成する

授業の概要 海外研究施設、途上国医療施設等に6週間程度以上滞在して、選択したテーマについての研究および研修活動を行う。

各回の授業内容

回 月日 授業テーマ 内容概略

1 海外施設での研究 海外研究施設に滞在して研究を行う

授業外学修時間の目安
本科目は60時間の学修が必要な内容で構成されている。授業は48時間分となるため、12時間分相当の事前・事後学修
が必要となる。

テキスト 使用しない

参考文献 使用しない

履修条件 指導教員の事前承認が必要

評価方法・基準 研究計画書および海外での研究・研修終了後に提出される報告書をもとに評価する

使用言語 「英語」による授業

教科書・資料の言語 「英語」のテキスト

実務経験を
活かした授業 非該当



科目ナンバー 年度・学期 時間割所属・時間割コード 開講年次 単位数 曜日・時限

RDM7-605-79-2 2024通年 医学教育部(25680) 1, 2, 3, 4 4 他

科目名(講義題目) 担当教員

先端感染症特別研究II【Special Research II on Infectious Diseases and AIDS】(先端感染症　
特別研究Ⅱ)

上野 貴將, 潟永 博之, 俣野 哲朗, 立川 愛, 渡辺 恒二,
山本 浩之, 岡田 誠治, 佐藤 賢文, 押海 裕之, 安永 純一

朗, 澤 智裕, 鈴 伸也, 池田 輝政, 田中 靖人

学修成果とその割合

1.高度な専門的知識・技能及び研究力 ････50% 3.グローバルな視野と行動力 ････50%

授業の形態 実習及び実技

授業の方法 海外研究施設、途上国医療施設等での4か月程度の研究・研修活動

授業の目的 海外研究施設、途上国医療施設等での研究・研修を通して、質の高い研究を行うと共に、国際的に通用する研究者の
育成を図る

学修目標

【A水準】
海外研究施設、途上国医療施設での研究・研修を通して、質の高い研究を行うと共に、指導する学生を国際的に通用
する研究者に育成する
【C水準】
海外研究施設、途上国医療施設での研究・研修を通して、質の高い研究を行うと共に、指導する学生を国際的に通用
する研究者に育成する

授業の概要 海外研究施設、途上国医療施設等に4か月程度以上滞在して、選択したテーマについての研究および研修活動を行う。

各回の授業内容

回 月日 授業テーマ 内容概略

1 海外施設での研究 海外研究施設に滞在して研究を行う

授業外学修時間の目安
本科目は180時間の学修が必要な内容で構成されている。授業は120時間分となるため、60時間分相当の事前・事後
学修が必要となる。

テキスト 使用しない

参考文献 使用しない

履修条件 指導教員の事前承認が必要

評価方法・基準 研究計画書および海外での研究・研修終了後に提出される報告書をもとに評価する

使用言語 「英語」による授業

教科書・資料の言語 「英語」のテキスト

実務経験を
活かした授業 非該当



 

 

 

 

代謝・循環情報医学 

エキスパート育成コース科目 



科目ナンバー 年度・学期 時間割所属・時間割コード 開講年次 単位数 曜日・時限

RDM7-122-82-0 2024通年 医学教育部(22250) 1, 2, 3, 4 2 他

科目名(講義題目) 担当教員

代謝循環情報・発生医学実習(代謝循環情報・発生医学実習) 尾池 雄一, 加藤 貴彦, 山縣 和也, 澤 智裕, 菰原 義弘,
辻田 賢一, 諸石 寿朗

学修成果とその割合

1.高度な専門的知識・技能及び研究力 ････30% 2.学際的領域を理解できる深奥な教養力 ････30% 3.グローバルな視野と行動力 ････30% 4.地域社会
を牽引するリーダー力 ････10%

授業の形態 実習

授業の方法 実習項目毎に各担当分野で順次実習を行う。講義による原理の理解、実験操作の実施、結果のまとめと考察などを行
い、レポートにまとめる。

授業の目的

代謝・循環情報医学は、疫学、内科学、病態・病理学、薬理学、組織学、細胞生物学など多様な学問が集結する学際
的な研究領域であるため、そこで利用される実験方法・技術も多岐にわたる。それら様々な実験手法を習得すること
は代謝医学の研究に従事するために必要であるだけでなく、専門外の学問分野であってもその知見を裏付ける技術的
背景を理解することは、多角的な視点から問題解決に挑む上で重要な素養となる。代謝循環情報学実習では、発生・
再生医学に関連する様々な実験方法・技術の中で特に重要なものを取り上げ、その原理と実際の手技を習得する。

学修目標

【A水準】
本実習では、疫学、内科学、病態・病理学、薬理学、組織学、細胞生物学など多様な学問が集結する学際的な研究領
域である代謝・循環情報医学で利用される、様々な実験方法・技術の中で特に重要なものを取り上げ、その原理と実
際の手技を習得する。
【C水準】
本実習では、疫学、内科学、病態・病理学、薬理学、組織学、細胞生物学など多様な学問が集結する学際的な研究領
域である代謝・循環情報医学で利用される、様々な実験方法・技術の中で特に重要なものを取り上げ、その原理と実
際の手技を理解する。

授業の概要

授業では以下の技術・手法に関して実習を行う。
なお、本実習では発生・再生医学実習の授業も履修可能である。

・疫学入門　　　　　　　  　疫学基礎、基本統計学（公衆衛生学）
・代謝循環情報学測定法入門  様々な代謝性疾患のルーチン、及び新たな検査法（臨床病態解析学）
・代謝循環情報学解析技術１  代謝の変容に対する細胞内シグナル応答を調べる（シグナル・代謝医学）
・代謝循環情報学解析技術２  インスリン測定法：ELISAを用いたインスリンの定量（病態生化学）
・代謝循環情報学解析技術３  小動物における代謝測定法、動物用CTによるマウス断層解析（分子遺伝学）
・代謝循環情報学解析技術４  マウスや培養細胞を用いた心血管病モデルの作成（循環器内科学）
・組織形態解析法   　　　　   病理組織学的解析と免疫組織化学（細胞病理学）
・酸化ストレス解析法            活性酸素に関連した代謝物の測定（微生物学）

各回の授業内容

回 月日 授業テーマ 内容概略

1 疫学入門（公衆衛生学） 疫学方法論  - 疫学基礎、基本統計学 -　9時～10時半

2 代謝循環情報学測定法入門（先進医療研究室）
PCRを中心として代謝性疾患の遺伝子検査・診断技術を学
ぶとともに、その他の新たな診断法について概説する。
（中央診療棟3階）13時から15時

3 代謝循環情報学解析技術１（シグナル・代謝医学） 代謝の変容に対する細胞内シグナル応答を調べる　13時
～17時

4 代謝循環情報学解析技術２（病態生化学） インスリン測定法：ELISAを用いたインスリンの定量 9時
～17時

5 代謝循環情報学解析技術３（分子遺伝学） 小動物における代謝測定法、動物用CTによるマウス断層解
析　10時～12時

6 代謝循環情報学解析技術４（循環器内科学） マウスや培養細胞を用いた心血管病モデルの作成　9時
～12時

7 組織形態解析法（細胞病理学） パラフィン包埋切片を用いた免疫染色　10時～15時（途
中、待ち時間1時間有り）

8 酸化ストレス解析法（微生物学） 酸化ストレスや炎症に関連するマーカー分子の測定　9時
～12時

授業外学修時間の目安 ・本科目は、45時間の学修が必要な内容で構成されている。授業は16時間分（8コマ）となるため、29時間分相当の
事前・事後学修（課題等含む）が、授業の理解を深めるために必要となる。

テキスト 実習の手引きを配布する。

参考文献 特になし。（各担当者が指定する場合がある。）

履修条件 -----

評価方法・基準 ８項目以上の実習について、その内容、自分の研究との関連など関する、A4用紙１枚程度にまとめたレポートを提出
する。実習中の討論の状況、レポートの内容に基づき、実習項目の理解度を評価する。

使用言語 「日本語と英語によるミックス」授業

教科書・資料の言語 「日本語と英語を併用した」テキスト

実務経験を
活かした授業 非該当



 

 
 

健康寿命の延伸を目指した 

研究者養成コース科目 









科目ナンバー 年度・学期 時間割所属・時間割コード 開講年次 単位数 曜日・時限

RDM7-000-81-2 2024通年 医学教育部(25850) 1, 2, 3, 4 2 他

科目名(講義題目) 担当教員

生命倫理学特論（2022年度以前入学者用）【Special Lecture on Bioethics】(A1 生命倫理・
研究倫理、救急医学・災害医学、医療情報の取り扱いに習熟する。) 門岡 康弘, 笠岡 俊志, 中村 太志, 宇宿 功市郎

学修成果とその割合

1.高度な専門的知識・技能及び研究力 ････25% 2.学際的領域を理解できる深奥な教養力 ････25% 3.グローバルな視野と行動力 ････25% 4.地域社会
を牽引するリーダー力 ････25%

授業の形態 講義・演習

授業の方法 e-Learning、双方向性授業、Power point、 Moodleを利用した授業を行う。論文精読も予定している。CITI教材は、
e-Learningでの学修を行う。この仕組みの利用方法は、第1回目の講義で説明を行う。

授業の目的

医学の進歩を実際の診療現場に生かすために医療を行うわけであるが、医療現場において発生する情報を適切に取り
扱うとともに総合的な視野で病める人々を治療支援し、生命倫理に根ざした行動をすることで初めてその目的が達成
される。この医療情報・倫理学理論では、医療における情報を正しく利用し、倫理規範にそった治療・研究の実践を
行い、患者に総合的に的確な対処ができるようになるために、医療現場での情報の種類、個人情報保護を含めた情報
の取り扱い方、生命の誕生から死に至るまでの倫理課題を解決する端緒を獲得することを目標とする。また、全人的
アプローチが求められる救命救急医療に関する基礎知識の獲得を目指す。

学修目標

【A水準】
生命倫理・研究倫理、救急医学・災害医学、医療情報の取り扱いに習熟するとともに、自身で実践できるようになる
。
【C水準】
生命倫理・研究倫理、救急医学・災害医学、医療情報の取り扱いに習熟するとともに、要点を説明ができるようにな
る。

授業の概要

生命倫理については、「 Collaborative Institutional Training Initiative (CITI) Japan プロジェクト」の教材を利用して
学修する。この中の責任ある研究行為：基盤編 1.責任ある研究行為について、2.科学分野のミスコンダクト、3.デー
タの扱い、4.盗用、5.利益相反、6.オーサーシップ、7.ピア・レビュー、8.共同研究のルール、9.メンタリング、
10.公的研究資金の取り扱い、などを学修する。加えて研究倫理の強化授業を行う。
医療情報医学では、個人情報保護の視点も踏まえた診療録の取り扱い方、情報を電子化して利用する際の情報リテラ
シー・情報倫理、電子カルテの利点と問題点、医療制度、DPCについても学ぶ。また、CITI教材で、人を対象とした
研究：基盤編　5.研究で生じる集団の被害、8.カルテ等の診療記録を用いた研究を学修する。
救急医学および災害医学では、「医の原点」と言われる救急医療のシステムや災害時の医療対応、生命倫理とも関わ
りの深い心停止後症候群への対応などについて学ぶとともに、災害時の基本事項について講義する。

各回の授業内容

回 月日 授業テーマ 内容概略

1 門岡　康弘　【eEJ-0】
オリエンテーション、eAPRIN

科目の説明、 責任ある研究行為について/研究における不
正行為

2 eAPRIN　【eEJ-0】 データの扱い/共同研究のルール/利益相反

3 eAPRIN　【eEJ-0】 オーサーシップ/盗用（生命医科学系）/社会への情報発信

4 eAPRIN　【eEJ-0】 ピア・レビュー（生命医科学系）/メンタリング/公的研究
費の取り扱い

5 eAPRIN　【eEJ-0】
生命倫理学の歴史と原則、そしてルール作りへ/研究倫理審
査委員会による審査/研究における個人に関わる情報の取り
扱い

6 eAPRIN　【eEJ-0】 人を対象としたゲノム・遺伝子解析研究/研究で生じる集団
の被害/研究におけるインフォームド・コンセント

7 eAPRIN　【eEJ-0】 特別な配慮を要する研究対象者/カルテ等の診療記録を用い
た研究/生命医科学研究者のための社会科学･行動科学

8 eAPRIN　【eEJ-0】 国際研究/多能性幹細胞研究の倫理Ⅰ/多能性幹細胞研究の
倫理Ⅱ

9 eAPRIN　【eEJ-0】 人を対象とした研究ダイジェスト/単元１:動物実験の基礎
知識/単元２:動物実験の実施にあたり配慮すべきこと

10 中村　太志、宇宿　功市郎　【eJ-0】 日本と世界の医療制度

11 中村　太志、宇宿　功市郎　【eEJ-0】 求められる電子カルテ、臨床研究とデータウェアハウス

12 笠岡　俊志　【eE-0】【eJ-0】 救急医療体制、心停止後症候群

13 笠岡　俊志　【eE-0】【eJ-0】 災害医療、トリアージ

14 門岡　康弘【eE-0】【eJ-0】 研究倫理の強化授業1

15 門岡　康弘【eE-0】【eJ-0】 研究倫理の強化授業2

授業外学修時間の目安 本科目は、90時間の学修が必要な内容で、授業は30時間分であり、60時間分相当の課題等での事前・事後学修が、授
業の理解を深めるために必要である。

テキスト 特に指定はせず、講義のポイントをまとめた資料をmoodleにて配布する。

参考文献 講義の中で適宜紹介する。

履修条件 特に設けない。

評価方法・基準 講義への取り組み、講義中の質疑応答や、講義終了後に提示されるテーマに関するレポート等により、【授業の目的
】に掲げた事項についての理解度、E-Learningの受講状況などをあわせて総合的に評価する。

使用言語 「日本語と英語によるミックス」授業 (日本語および英語)

教科書・資料の言語 「日本語と英語を併用した」テキスト (指定しない)

実務経験を
活かした授業

該当 (臨床研究倫理、救急災害医学対応、病院情報システム導入・運用・管理ならびに個人情報保護に精通した教員が
担当分野の講義を行う。)



科目ナンバー 年度・学期 時間割所属・時間割コード 開講年次 単位数 曜日・時限

RMD7-166-99-2 2024通年 医学教育部(25810) 1, 2, 3, 4 2 他

科目名(講義題目) 担当教員

特別演習【Special Practice】(特別演習) 諸石 寿朗, 山縣 和也, 尾池 雄一, 辻田 賢一

学修成果とその割合

1.高度な専門的知識・技能及び研究力 ････40% 2.学際的領域を理解できる深奥な教養力 ････30% 3.グローバルな視野と行動力 ････20% 4.地域社会
を牽引するリーダー力 ････10%

授業の形態 その他

授業の方法 セミナーへの参加と討論

授業の目的 老化のメカニズム・加齢関連疾患の成因や病態・健康長寿を延伸させる手段などについて理解する

学修目標

【A水準】
老化のメカニズム・加齢関連疾患の成因や病態・健康長寿を延伸させる手段などについて学術研究的な議論ができる
ことを十分に達成している
【C水準】
老化のメカニズム・加齢関連疾患の成因や病態・健康長寿を延伸させる手段などについて学術研究的な議論ができる
ことを最低限達成している

授業の概要 学外研究者による最先端のセミナー（医学・生命科学セミナー、名医に学ぶセミナーを含む）を受講し、討論に参加
することで老化、加齢関連疾患、健康長寿などについての理解を深める

各回の授業内容

回 月日 授業テーマ 内容概略

1 老化・健康長寿研究セミナー 老化・加齢関連疾患・健康長寿等に関する研究セミナー

授業外学修時間の目安 ・本科目は、90時間の学修が必要な内容で構成されている。授業は30時間分（2h×15コマ）となるため、60時間分
相当の事前・事後学修（課題等含む）が、授業の理解を深めるために必要となる。

テキスト 使用しない

参考文献 Biology of Aging (2nd Edition, by Roger B. McDonald) ISBN 9780815345671
The Biology of Senescence: A Translational Approach (by Bernard Swynghedauw) ISBN 9783030151102

履修条件 本授業に関する基礎的な知識を有すること

評価方法・基準 修了時までに12回以上のセミナーに参加し、課題内容に対するレポートを最低限4回提出する（セミナー担当教授宛
に1カ月以内にメールで提出）

使用言語 「日本語と英語によるミックス」授業

教科書・資料の言語 「日本語と英語を併用した」テキスト

実務経験を
活かした授業 非該当



科目ナンバー 年度・学期 時間割所属・時間割コード 開講年次 単位数 曜日・時限

RMD7-167-79-2 2024通年 医学教育部(25820) 1, 2, 3, 4 2 他

科目名(講義題目) 担当教員

健康長寿代謝学演習I【Practice I on CMHA】(健康長寿代謝学演習I) 諸石 寿朗, 山縣 和也, 尾池 雄一, 辻田 賢一

学修成果とその割合

1.高度な専門的知識・技能及び研究力 ････40% 2.学際的領域を理解できる深奥な教養力 ････30% 3.グローバルな視野と行動力 ････20% 4.地域社会
を牽引するリーダー力 ････10%

授業の形態 その他

授業の方法 国内の学会における発表

授業の目的 国内の学会において筆頭著者として老化、加齢関連疾患、健康長寿等に関する発表を行う

学修目標

【A水準】
国内の学会において筆頭著者として老化、加齢関連疾患、健康長寿等に関する発表を行い、発表内容に関する学術研
究議論ができることを十分に達成している
【C水準】
国内の学会において筆頭著者として老化、加齢関連疾患、健康長寿等に関する発表を行い、発表内容に関する学術研
究議論ができることを最低限達成している

授業の概要 国内の学会において筆頭著者として老化、加齢関連疾患、健康長寿等に関する発表を行い、発表内容に関する質疑応
答を行う

各回の授業内容

回 月日 授業テーマ 内容概略

1 国内における学会発表 国内における学会において発表を行う

授業外学修時間の目安 本科目は、90時間の学修が必要な内容で構成されている。授業は30時間分（2h×15コマ）となるため、60時間分相
当の事前・事後学修（課題等含む）が、授業の理解を深めるために必要となる。

テキスト 使用しない

参考文献 使用しない

履修条件 本授業に関する基礎的な知識を有すること

評価方法・基準 国内の学会において筆頭著者として老化、加齢関連疾患、健康長寿等に関する発表を最低1回行う

使用言語 「日本語と英語によるミックス」授業

教科書・資料の言語 「日本語と英語を併用した」テキスト

実務経験を
活かした授業 非該当



科目ナンバー 年度・学期 時間割所属・時間割コード 開講年次 単位数 曜日・時限

RMD7-168-79-2 2024通年 医学教育部(25830) 1, 2, 3, 4 2 他

科目名(講義題目) 担当教員

健康長寿代謝学演習II【Practice II on CMHA】(健康長寿代謝学演習II) 諸石 寿朗, 山縣 和也, 尾池 雄一, 辻田 賢一

学修成果とその割合

1.高度な専門的知識・技能及び研究力 ････40% 2.学際的領域を理解できる深奥な教養力 ････30% 3.グローバルな視野と行動力 ････20% 4.地域社会
を牽引するリーダー力 ････10%

授業の形態 その他

授業の方法 海外で開催される健康長寿に関連する国際学会での発表

授業の目的 筆頭著者として国際学会において老化、加齢関連疾患、健康長寿等に関連する発表を行う

学修目標

【A水準】
筆頭著者として国際学会において老化、加齢関連疾患、健康長寿等に関する発表を行い、発表内容に関する学術研究
議論ができることを十分に達成している
【C水準】
筆頭著者として国際学会において老化、加齢関連疾患、健康長寿等に関する発表を行い、発表内容に関する学術研究
議論ができることを最低限達成している

授業の概要 筆頭著者として国際学会において老化、加齢関連疾患、健康長寿等に関する発表を行い、発表内容に関する質疑応答
を行う

各回の授業内容

回 月日 授業テーマ 内容概略

1 国際学会における発表 国際学会において発表を行う

授業外学修時間の目安 本科目は、90時間の学修が必要な内容で構成されている。授業は30時間分（2h×15コマ）となるため、60時間分相
当の事前・事後学修（課題等含む）が、授業の理解を深めるために必要となる。

テキスト 使用しない

参考文献 使用しない

履修条件 本授業に関する基礎的な知識を有すること

評価方法・基準 国外で開催される学会において筆頭著者として老化、加齢関連疾患、健康長寿等に関する発表を最低1回行う

使用言語 「日本語と英語によるミックス」授業

教科書・資料の言語 「日本語と英語を併用した」テキスト

実務経験を
活かした授業 非該当



科目ナンバー 年度・学期 時間割所属・時間割コード 開講年次 単位数 曜日・時限

RMD7-169-79-2 2024通年 医学教育部(25840) 1, 2, 3, 4 2 他

科目名(講義題目) 担当教員

健康長寿代謝学演習III【Practice III on CMHA】(-) 三浦 恭子, 山縣 和也, 馬場 秀夫, 尾池 雄一, 辻田 賢一

学修成果とその割合

1.高度な専門的知識・技能及び研究力 ････40% 2.学際的領域を理解できる深奥な教養力 ････30% 3.グローバルな視野と行動力 ････20% 4.地域社会
を牽引するリーダー力 ････10%

授業の形態 その他

授業の方法 健康長寿研究室横断セミナーでの発表と討論

授業の目的 健康長寿ボーダレスカンファ等の研究室横断セミナーにおいて、老化、加齢関連疾患、健康長寿等に関する発表と討
論を行う

学修目標

【A水準】
健康長寿ボーダレスカンファ等の研究室横断セミナーにおいて、老化、加齢関連疾患、健康長寿等に関する発表を行
い、発表内容に関する学術研究議論ができることを十分に達成している
【C水準】
健康長寿ボーダレスカンファ等の研究室横断セミナーにおいて、老化、加齢関連疾患、健康長寿等に関する発表を行
い、発表内容に関する学術研究議論ができることを最低限達成している

授業の概要 健康長寿ボーダレスカンファ等の研究室横断セミナーにおいて、老化、加齢関連疾患、健康長寿等に関する発表を行
い、発表内容に関する質疑応答を行う

各回の授業内容

回 月日 授業テーマ 内容概略

1 健康長寿研究室横断セミナーでの発表 健康長寿研究室横断セミナーにおいて発表を行う

授業外学修時間の目安 本科目は、90時間の学修が必要な内容で構成されている。授業は30時間分（2h×15コマ）となるため、60時間分相
当の事前・事後学修（課題等含む）が、授業の理解を深めるために必要となる。

テキスト 使用しない

参考文献 使用しない

履修条件 本授業に関する基礎的な知識を有すること

評価方法・基準 健康長寿ボーダレスカンファ等の研究室横断セミナーにおいて、老化、加齢関連疾患、健康長寿等に関する発表を最
低1回行う

使用言語 「日本語と英語によるミックス」授業

教科書・資料の言語 「日本語と英語を併用した」テキスト

実務経験を
活かした授業 非該当
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